
令和６年茂原市教育委員会会議３月定例会日程 

 

日時：令和６年３月１９日（火）１５時００分～ 

場所：茂原市役所９階９０１・９０２会議室 

 

１ 開会宣言 

 

２ 会議録署名人の指名 

 

３ 会議事項 

（議決事項） 

議案第１号 茂原市特別支援教育奨学奨励費支給要綱の制定について 

  議案第２号 茂原市教育委員会行政組織規則等の一部を改正する規則の制定について 

  議案第３号 茂原市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令の制定について 

  議案第４号 茂原市立図書館規則の一部を規制する規則の制定について 

議案第５号 令和６年度茂原市の教育方針及び重点施策について 

  議案第６号 茂原市いじめ対策調査会委員の委嘱について 

  議案第７号 茂原市社会教育委員の委嘱について 

  議案第８号 茂原市立図書館協議会委員の任命について 

  議案第９号 茂原市文化財審議会委員の任命について 

  議案第１０号 茂原市公民館運営協議会委員の委嘱について 

  議案第１１号 茂原市スポーツ推進委員の委嘱について 

（報告事項） 

  １ 令和５年度定期監査の結果について 

  ２ 教育長職務代理者の指名について 

３ 行事の共催、後援及び協賛について 

４ 令和６年茂原市教育委員会会議４月定例会及び５月定例会の日程について 

５ その他 

 

４ 閉会宣言 



議案第１号 

 

   茂原市特別支援教育就学奨励費支給要綱の制定について 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給要綱を次のように制定する。 

 

 

令和６年３月１９日 

 

茂原市教育長 内 田 達 也 

 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、特別支援学校への就学奨励に関する法律（昭和29年法律第144号）の

趣旨にのっとり、茂原市立小学校及び中学校（以下「市立小中学校」という。）の特別

支援学級に就学する児童生徒又は市立小中学校に就学する学校教育法施行令（昭和28年

政令第340号。以下「施行令」という。）第２２条の３に規定する障害の程度に該当する

児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、特別支援教育就学奨励費（以下「就学

奨励費」という。）の支給に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(１) 特別支援学級 学校教育法（昭和22年法律第26号。以下「法」という。）第８１

条第２項の規定により小学校又は中学校に置かれた特別支援学級をいう。 

 (２) 保護者 法第１６条に規定する保護者（児童生徒と同居し、その生計を維持して

いる者を含む。）をいう。 

(３) 児童生徒 市立小中学校に在籍している者であって、法第１８条に規定する学齢

児童及び学齢生徒をいう。 



（対象者） 

第３条 就学奨励費の支給を受けることができる者（以下「対象者」という。）は、市立小

中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者及び施行令第２２条の３に規定す

る障害の程度に該当する児童生徒の保護者とする。ただし、次の各号のいずれかに該当

する者を除く。 

(１) 生活保護法（昭和25年法律第144号）第１２条の規定による生活扶助又は同法第

１３条の規定による教育扶助を受給している者 

(２) 茂原市就学援助実施要綱（令和５年茂原市教育委員会告示第１号）に基づく就学

援助費を受給している者 

２ 前項において、施行令第９条の規定により市外への区域外就学が認められている児童

生徒の保護者については、関係教育委員会と協議の上、決定するものとする。 

（申請） 

第４条 就学奨励費の支給を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、毎年度、茂

原市特別支援教育就学奨励費支給認定申請書（別記第１号様式）及び年度特別支援教育

就学奨励費に係る収入額・需要額調書（別記第２号様式）に必要と認める書類を添えて、

当該児童生徒が在籍する学校の校長（以下「校長」という。）を経由して教育委員会へ

提出しなければならない。ただし、茂原市教育委員会（以下「教育委員会」という。）

において確認ができる場合にあっては、添付書類の全部又は一部を省略することができ

る。 

（認定等） 

第５条 教育委員会は、前条の規定による支給認定の申請があったときは、当該支給申請

に係る審査を行い、認定の可否を決定するものとする。 

２ 教育委員会は、前項に規定する審査を行ったときは、茂原市特別支援教育就学奨励費

支給認定（否認定）通知書（別記第３号様式）により校長を通じて申請者へ通知すると

ともに、茂原市特別支援教育就学奨励費支給審査結果通知書（別記第４号様式）により

校長に通知するものとする。 

３ 前項の規定により支給認定を受けた者（以下「認定者」という。）は、支給等に係る一

切の権限について、委任状（別記第５号様式）をもって校長に委任する。 

（就学奨励費の支給） 

第６条 就学奨励費は、次の各号に掲げる者の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める日



以後の分を支給する。ただし、教育委員会が特に必要があると認めるときは、当該各号

に定める日の前から就学奨励費を支給することができる。 

（１） 認定者であって、次号に規定する以外の者 第４条に規定する申請があった日

の属する月の翌月（当該申請日が月の初日に当たるときは、当該日の属する月）の

初日 

（２） 認定者であって、当該年度の４月１日時点において第３条に規定する対象者で

ある者のうち、教育長が別に定める日までに第４条に規定する申請をした者 当該

年度の４月１日 

（就学奨励費の費目等） 

第７条 就学奨励費の支給に係る費目は、次に掲げるものとし、支給額は国が定める特別

支援教育就学奨励費補助金（小学校及び中学校分）の限度額に応じて、予算の範囲内で

支給する。 

（１） 学校給食費 

（２） 交流及び共同学習費 

（３） 修学旅行費 

（４） 校外活動費のうち宿泊を伴わないもの 

（５） 校外活動費のうち宿泊を伴うもの 

（６） 学用品及び通学用品購入費 

（７） 新入学児童生徒学用品及び通学用品購入費（支給認定の決定を受けた日の属す

る年度の４月１日において、市立小中学校の特別支援学級に在籍する１年生の

児童生徒及び施行令第２２条の３に規定する障害の程度に該当する１年生の

児童生徒に限る。） 

（８） オンライン学習通信費 

２ 就学奨励費の支給の範囲及び額については、教育長が別に定める。 

（支給の方法） 

第８条 教育委員会は、就学奨励費について、校長からの請求により校長を通じて認定者

へ支給する。 

２ 対象者に該当しなくなったときの学用品及び通学用品購入費の支給は、当該月の月末

までを対象として月割で支給し、その他の支給は該当する日までとする。 

（変更の届出） 



第９条 認定者は、申請の内容に変更が生じたときは、茂原市特別支援教育就学奨励費支

給申請内容変更届（別記第６号様式）により、速やかにその旨を教育委員会に届け出な

ければならない。 

（認定の取消し） 

第１０条 教育委員会は、認定者が次の各号のいずれかに該当したときには、支給認定を

取消しすることができる。 

（１） 第３条に規定する対象者でなくなったとき。 

（２） 虚偽の申請その他不正な手段により支給を受けたとき。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、教育委員会が不適当と認めたとき。 

２ 教育委員会は、前項の規定により認定を取り消した場合は、茂原市特別支援教育就学

奨励費支給認定取消通知書(別記第７号様式)により取り消しを受けた保護者へ通知す

るとともに、茂原市特別支援教育就学奨励費支給認定取消通知書（学校用）(別記第８

号様式)により校長へ通知する。 

(返還) 

第１１条 教育委員会は、前条の規定により就学奨励費の支給認定を取り消した場合は、

既に支給している就学奨励費の全部又は一部を返還させることができる。 

(支給台帳の調製及び報告) 

第１２条 校長は、就学奨励費の支給状況について、茂原市特別支援教育就学奨励費個人

別支給台帳(別記第９号様式)を調製し、当該年度の支給が完了したときは、速やかに教

育委員会へ報告するものとする。 

(委任) 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、就学奨励費の支給に関し必要な事項は、教育長

が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

提案理由  特別支援学校への就学奨励に関する法律の趣旨にのっとり、保護者の経済的負

担を軽減するため、就学奨励費の支給に関し必要な事項を定めるものです。 



別記第１号様式（第４条） 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給認定申請書 

 

 年 月 日 

 

（宛先）茂原市教育委員会 

 

申請者  住所 

（保護者） 氏名 

 

 

 茂原市特別支援教育就学奨励費支給要綱第４条の規定により、下記のとおり就学奨励費

の支給認定を申請します。 

 

記 

 

児 童 生 徒 氏 名  生 年 月 日 年 月 日生（ 歳） 

学 校 名  学 年 ・ 組     年   組       

家

族

構

成 

氏 名 続柄 生 年 月 日 年齢 勤務先、学校名・学年 備 考 

      

      

      

      

      

      

      

 本申請のため、申請者及び申請者の属する世帯員（住民基本台帳が別世帯であっても

同一住所に居住する者を含む。）の住民基本台帳の住民情報、所得額及び市民税の課税状

況等の税情報、児童扶養手当の受給状況等の情報について、茂原市教育委員会が閲覧す

ることに同意します。 

注1 同一世帯で複数児童生徒が特別支援学級に在籍している場合は、児童生徒 1 人につき 1 枚作成す

ること。 

注2 家族構成については、児童生徒本人を含め、同住所の者・同居の者を全て記入すること。同住所で

別居している者や生計を別にしている者については、その旨を備考欄に記入すること。 



第２号様式（第４条）
   　  　年　度　特　別　支　援　教　育　就　学　奨　励　費　に　係　る　収　入　額　・　需　要　額　調　書

（整理番号） No.

※都道府県の地区別区分

　地 域 の 級 地 区 分
( )

☆給与所得、公的年金等所得のいずれかがある者

については、総所得金額から10万円を控除する。

円
年　　月　　日

□給与所得有　□公的年金有 円 円
ｆ（基準額）

円

年　　月　　日
□給与所得有　□公的年金有

円

円 ｇ（地区別冬季加算額）

年　　月　　日
□給与所得有　□公的年金有

円 円

Ａ 年　　月　　日
□給与所得有　□公的年金有

円 ｈ　住宅扶助基準

円

年　　月　　日
円 円 円

ｉ　需　 要　 額 

（ａ～ｈの合計）

年　　月　　日

円

年　　月　　日

Ｂ 年　　月　　日

Ｃ 年　　月　　日

Ｄ 年　　月　　日 Ｆ

ｉ

Ｅ 年　　月　　日

Ｆ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

特　記　事　項 支弁区分

□Ⅰ段階（令第２条第１号該当）

就学奨励費は辞退します。 □Ⅱ段階（　 〃 　第２号該当）

保護者氏名 □Ⅲ段階（　 〃 　第３号該当）

（注）１ 特記事項欄は、生活保護等の該当事項を記入すること。

　　　２ 整理番号は、個人別支給台帳の番号に合わせること。

※令：特別支援学校への就学奨励に関
　　　する法律施行令

備

考

　　   (    　    )

（　　　－　　　）

辞退者記名

所

得

控

除

社 会 保 険 料
収 入 の な い 世 帯 員

氏 名

＝

障 害 者 加 算 控 除

(保護基準により算定)

収 入 額 ( Ｄ － Ｅ )

所 得 月 額 ( Ｃ × 1/12)

（　　　　歳） 

（特別支援学級の在籍）

生 年 月 日
（満 年 齢）

（　 　 　歳） 

（　　　　歳） 

合　　　　　　　　　　　計

父・母・
祖父母・その他
(　　　　　)

父・母・
祖父母・その他
(　　　　　)

在 学 学 校 名 ・ 学 年

　※太枠内を記入してください。

需 要 額

地 震 保 険 料

（　　　　歳） 

ひとり親又は
寡婦控除の額

※保護者等のみ （　　　　歳） 

計

（　　　　才） 

所 得 額 ( Ａ － Ｂ ) 収 入 額

父・母・
祖父母・その他
(　　　　　)

父・母・
祖父母・その他
(　　　　　)

父・母・
祖父母・その他
(　　　　　)

父・母・
祖父母・その他
(　　　　　)

生 命 保 険 料 本人
（　　　　歳） 

（　　　　歳） 

計
父・母・

祖父母・その他
(　　　　　)（　　　　歳） 

（　 　　 歳） 

退 職 所 得 金 額
父・母・

祖父母・その他
(　　　　　)

総 所 得 金 額 ☆
父・母・

祖父母・その他
(　　　　　)

（　　　　歳） 

第 ２ 類

世帯の収入状況
世 帯 の 状 況 （ 前 年 12 月 末 日 現 在 ） 需 要 額 等

収 入 の あ る 世 帯 員
氏 名

生 年 月 日
（ 満 年 齢 ）

続　柄
（該当に丸を付け、その他

は具体的に記載）

個人別総所得額（給与所得又は公
的年金所得の有無）

教 育 扶 助 基 準 生 活 扶 助 基 準

通 学 費 学校給食費 基　準　額 第　１　類
期 末 一

時扶助費

児童・生徒氏名 学校名、学年（特別支援学級名）等 校 長 認 印住所保護者氏名

所

得

控

除

前

の

山 林 所 得 金 額
父・母・

祖父母・その他
(　　　　　)

続　柄
（該当に丸を付け、そ
の他は具体的に記載）



第３号様式（第５条第２項） 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給認定(否認定)通知書 

 

  第   号 

年 月 日 

 

           様 

 

茂原市教育委員会  印  

 

 

   年 月 日付けで申請のあった特別支援教育就学奨励費の支給認定について、茂原

市特別支援教育就学奨励費支給要綱第５条第２項の規定により、下記のとおり通知し

ます。 

 

記 

１ 認定 

対象児童生徒氏名  

学 校 学校 

学 年      年 

支 給 期 間    年  月  日 から  年  月  日まで 

支 弁 区 分  

 

２ 否認定 

対象児童生徒氏名  

学      校  

学      年  

否  認  定  理  由  

 

※学年は、認定期間内の学年とします。 



第４号様式(第５条第２項) 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給審査結果通知書 

 

年 月 日 

 

（宛先）  立   学校長 

 

茂原市教育委員会 印   

 

 

年 月 日付けで申請のあった特別支援教育就学奨励費の支給認定について、茂原市特

別支援教育就学奨励費支給要綱第５条第２項の規定により、下記のとおり審査結果を通知

します。 

記 

整理

番号 
児童生徒氏名 学年 支給期間 

支弁

区分 
備考 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 



第５号様式（第５条第３項） 

委任状 

 

年 月 日 

 

（宛先）茂原市長  

 

申請者 住所 

（委任者）氏名 

児童生徒氏名 

                             （   学校  年 ） 

 

私は、  立   学校長を代理人と定め、  年度において、茂原市より受ける就

学奨励費の請求、受領、購入等にかかる支払及び返納等に関する権限を委任します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６号様式（第９条） 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給申請内容変更届 

 

年 月 日  

 

（宛先）茂原市教育委員会 

 

届出者  住  所 

（保護者） 氏  名 

 

 

 申請内容に変更があったので、茂原市特別支援教育就学奨励費支給要綱第９条の規定に

より、下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

１ 児童生徒氏名 

 

２ 学校名及び学年 

 

３ 変更内容 

 

変更前 変更後 

 

 

 

 

 

 

 

 



第７号様式（第１０条第２項） 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給認定取消通知書 

 

第   号 

年 月 日 

 

          様 

 

茂原市教育委員会  印  

 

  特別支援教育就学奨励費の支給認定については、下記のとおり取り消したので、茂原

市特別支援教育就学奨励費支給要綱第１０条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

対象児童生徒氏名  

学 校 学校 

学 年      年 

取 消 年 月 日         年  月  日    

取 消 理 由  

備 考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８号様式（第１０条第２項） 

 

茂原市特別支援教育就学奨励費支給認定取消通知書（学校用） 

 

年 月 日  

 

（宛先） 立  学校長 

 

茂原市教育委員会  印  

 

  特別支援教育就学奨励費の支給認定については、下記のとおり取り消したので、茂原

市特別支援教育就学奨励費支給要綱第１０条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

対象児童生徒氏名  

学 年      年 

取 消 年 月 日         年  月  日    

取 消 理 由  

備 考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



整理番号

第 ４ 回

年　　月　　日

保護者等の氏名 保護者等の住所

□ 寄 宿 舎 か ら 通 学

通学状況 身体障害者手帳の有無

第９号様式（第１２条）

オンライン学習通信費

児童・生徒氏名

□ 施 設 か ら

□ そ の 他 （ 自 宅 ）

茂原市特別支援教育就学奨励費個人別支給台帳

支弁区分

有　　　　　無 □　Ⅱ段階（令第２条第２号該当）

□　Ⅰ段階（令第２条第１号該当）

□　Ⅲ段階（令第２条第３号該当）

新入学児童生徒学用
品 .・通学用品購入費

計

受 領 印

　　　　　　　※令：特別支援学校への就学奨励
　　　　　　　　　　に関する法律施行令

年　　月　　日

第 ２ 回
区　　　　分

学用品・通学用品購入費

計

校外活動費のうち
宿泊を伴うもの

学校給食費

交流及び共同学習費

修学旅 行費

校外活動費のうち
宿泊を伴わないもの

支　　　　　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　　額

年　　月　　日

第 １ 回

年　　月　　日

第 ３ 回



議案第１号参考資料 

 

特別支援教育就学奨励費制度の概要 

 

１ 就学奨励費の実施主体 

     国は、都道府県及び市町村の行う就学奨励費事業について、その経費の２

分の１を負担すると規定されており、実施主体は都道府県又は市町村です。 

 

２ 奨励費の対象者 

     ・特別支援学級の在籍児童生徒の保護者 

・学校教育法施行令第２２条の３に規定する障害の程度に該当する児童 

生徒の保護者 

 

３ 支給費目 

 ・学校給食費 

 ・交流及び共同学習費 

 ・修学旅行費 

 ・校外活動費 

 ・学用品及び通学用品購入費 

 ・新入学児童生徒学用品及び通学用品購入費 

 ・オンライン学習通信費 

 

※国庫補助金を上限額として、予算の範囲内で支給します。ほとんどの費目

が２分の１支給です。 

支弁区分Ⅲは交流及び共同学習費のみ対象です。 

※支弁区分は、保護者の収入額と需要額で決定し、Ⅰ～Ⅲに分けられます。 



 

議案第２号 

 

茂原市教育委員会行政組織規則等の一部を改正する規則の制定について 

 

茂原市教育委員会行政組織規則等の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

 

令和６年３月１９日提出 

 

                       茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

茂原市教育委員会行政組織規則等の一部を改正する規則 

 

 （茂原市教育委員会行政組織規則の一部改正） 

第１条 茂原市教育委員会行政組織規則（昭和47年茂原市教育委員会規則第５号）の一部

を次のように改正する。 

第２０条の２第４項中「中央公民館長」を「生涯学習課長」に改める。 

 （茂原市教育委員会公印規則の一部改正） 

第２条 茂原市教育委員会公印規則（昭和53年茂原市教育委員会規則第11号）の一部を次

のように改正する。 

  別表第１（１）事務局関係中 

「 

茂原市中央公民館長印 ５ 21 てん書 中央公民館長 

茂原市本納公民館長印 ６ 21 〃 本納公民館長 

」を 

「 

茂原市本納公民館長之印 ６ 21 てん書 本納公民館長 



 

」 に 、 

別表第１（２）小学校中 

「 

千葉県茂原市立茂原小学校之印（甲） 10 45 〃 〃 

」を 

「 

茂原市立茂原小学校之印（甲） 10 45 〃 〃 

」 に 、 

「 

千葉県茂原市立本納小学校長 28 20 〃 〃 

」を 

「 

千葉県茂原市立本納小学校長 28 21 〃 〃 

」に、 

「 

千葉県茂原市立東部小学校長 33 21 〃 〃 

」を 

「 

千葉県茂原市立東部小学校長印 33 21 〃 〃 

」に、 

別表第１（３）中学校中 

「 

干葉県茂原市立冨士見中学校之印（乙） ８ 24 〃 〃 

」を 

「 

干葉県茂原市立冨士見中学校印（乙） ８ 24 〃 〃 



 

」 に 、 

「 

千葉県茂原市立南中学校印（甲） 12 45 古印体 〃 

」を 

「 

千葉県茂原市立南中学校印（甲） 12 54 古印体 〃 

」 に 、 

「 

千葉県茂原市立本納中学校長 17 20 〃 〃 

千葉県茂原市立早野中学校之印（甲） 18 45 〃 〃 

」を 

「 

千葉県茂原市立本納中学校長 17 21 〃 〃 

千葉県茂原市立早野中学校（甲） 18 45 〃 〃 

」に改める。 

別表第２（１）事務局関係中 

「 

４ ５ ６ 

 

  

      ７ ８  ９ 

茂 原 市

立 図 書

館 長 印



 

   

      10 11  12 

   

                                     」を 

「 

４ ５       ６ 

 

       

      ７ ８       ９ 

 

 

 

      10 11  

茂

原

市

青 

少

年

指

導 

セ

ン

タ

ー 

所

長

之

印 

茂 原 市

立 図 書

館 長 印

茂 原 市 

本 納 公 民 

館 長 之 印 



 

  

 

                                     」に、 

別表第２（２）小学校中 

「 

13 14       15 

   

                                  」を 

「 

13 14       15 

 

 

                                     」に、 

 「 

31 32 33 

千 葉 県 

茂 原 市 立 

西 小 学 

校 長 印 

 



 

    

                                  」を 

「 

31 32 33 

  

  

                          」に、 

別表第２（３）中学校中 

「 

７  ８      ９ 

   

」を 

「 

  ７   ８ ９ 

千 葉 県 

茂 原 市 

立 東 部 小 

学 校 長 印 



 

   

                          」に、 

「 

16 17 18 

   

19 20  

  

 

                                   」を 

「 

16 17 18 

  

 

19 20  

千 葉 県 

茂 原 市 

立 早 野 

中 学 校 

千

葉

県 

茂

原

市

立 

冨

士

見

中 

学

校

印 



 

   

 」に改める。 

 （茂原市公民館管理に関する規則の一部改正） 

第３条 茂原市公民館管理に関する規則（昭和47年茂原市教育委員会規則第15号）の一部

を次のように改正する。 

  別表茂原市中央公民館の項を削り、同表茂原市本納公民館の項所管区域の欄中「〃」

を「茂原市全域」に改める。 

 （茂原市教育委員会の管理する公共施設の電話予約に関する規則の一部改正） 

第４条 茂原市教育委員会の管理する公共施設の電話予約に関する規則（令和５年茂原市

教育委員会規則第７号）の一部を次のように改正する。 

 別表中 

「 

施設の名称 電話予約の対象施設 申込受付時期 

茂原市中央公民館 大会議室 

小会議室 

研修室 

調理室 

講座室 

ギャラリー 

使用日前１か月から当日まで。ただ

し、対象施設を午後５時以降に使用す

る電話予約を行う場合は、使用日前１

か月から使用日前１週間までとする。 

茂原市本納公民館 多目的ホール 

会議室 

研修室 

調理室 

音楽室・プレイルーム 

千 葉 県 

茂 原 市 立 

早 野 中 学 

校 之 印 

千 葉 県 

茂 原 市 立 

早 野 中 学 

校 長 之 印 



 

茂原市鶴枝公民館 大会議室 

小会議室 

研修室 

料理実習室 

講座室 

」を 

「 

施設の名称 電話予約の対象施設 申込受付時期 

茂原市本納公民館 多目的ホール 

会議室 

研修室 

調理室 

音楽室・プレイルーム 

使用日前１か月から当日まで。ただ

し、対象施設を午後５時以降に使用す

る電話予約を行う場合は、使用日前１

か月から使用日前１週間までとする。 

茂原市鶴枝公民館 大会議室 

小会議室 

研修室 

料理実習室 

講座室 

                                   」に改める。 

附 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

提案理由  茂原市中央公民館の廃止に伴い、関係する規則について、一括して改正を

するとともに、茂原市教育委員会の公印を整理している公印台帳との字句等

の整合を図るため、所要の改正をするものです。 

 

 



議案第２号参考資料 

 

茂原市教育委員会行政組織規則等の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 現 行 

  

（第１条関係）茂原市教育委員会行政組織規則新旧対照表 

  

（生涯学習課長及び社会教育機関の協調連携） （生涯学習課長及び社会教育機関の協調連携） 

第20条の２ （略） 第20条の２ （略） 

２・３ （略） ２・３ （略） 

４ 生涯学習課長は、本条に定める趣旨が各公民館において円滑に機能するよ

う各公民館の連絡調整に努める。 

４ 中央公民館長は、本条に定める趣旨が各公民館において円滑に機能する

よう各公民館の連絡調整に努める。 

 

  

（第２条関係）茂原市教育委員会公印規則新旧対照表 

  

別表第１ 別表第１ 

 

名称 ひな形 規格 書体 管守者 

（略） 

茂原市立図書館長印 ４ 18 古印体 図書館長 

茂原市本納公民館長之印 ５ 21 てん書 本納公民館長 

茂原市鶴枝公民館長印 ６ 21 〃 鶴枝公民館長 

 

名称 ひな形 規格 書体 管守者 

（略） 

茂原市立図書館長印 ４ 18 古印体 図書館長 

茂原市中央公民館長印 ５ 21 てん書 中央公民館長 

茂原市本納公民館長印 ６ 21 〃 本納公民館長 



 

改正後 現 行 

（略）     
 

茂原市鶴枝公民館長印 ７ 21 〃 鶴枝公民館長 

（略） 
 

(２) 小学校 (２) 小学校 

 

名称 ひな形 規格 書体 管守者 

（略） 

千葉県茂原市立豊田小学校長之印 ９ 21 〃 〃 

茂原市立茂原小学校之印（甲） 10 45 〃 〃 

千葉県茂原市立茂原小学校（乙） 11 24 古印体 〃 

（略） 

千葉県茂原市立本納小学校（乙） 27 23 〃 〃 

千葉県茂原市立本納小学校長 28 21 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（甲） 29 45 〃 〃 

（略） 

千葉県茂原市立東部小学校（乙） 32 24 てん書 〃 

千葉県茂原市立東部小学校長印 33 21 〃 〃 
 

 

名称 ひな形 規格 書体 管守者 

（略） 

千葉県茂原市立豊田小学校長之印 ９ 21 〃 〃 

千葉県茂原市立茂原小学校之印（甲） 10 45 〃 〃 

千葉県茂原市立茂原小学校（乙） 11 24 古印体 〃 

（略） 

千葉県茂原市立本納小学校（乙） 27 23 〃 〃 

千葉県茂原市立本納小学校長 28 20 〃 〃 

千葉県茂原市立豊岡小学校（甲） 29 45 〃 〃 

（略） 

千葉県茂原市立東部小学校（乙） 32 24 てん書 〃 

千葉県茂原市立東部小学校長 33 21 〃 〃 
 

  



 

改正後 現 行 

 

(３) 中学校 

名称 ひな形 規格 書体 管主者 

（略） 

千葉県茂原市立冨士見中学校之印（甲） ７ 45 古印体 〃 

干葉県茂原市立冨士見中学校印（乙） ８ 24 〃 〃 

千葉県茂原市立茂原中学校之印（甲） ９ 45 〃 〃 

（略）     

千葉県茂原市立茂原中学校長之印 11 21 てん書 〃 

千葉県茂原市立南中学校印（甲） 12 54 古印体 〃 

干葉県茂原市立南中学校印（乙） 13 24 〃 〃 

（略） 

干葉県茂原市立本納中学校（乙） 16 23 〃 〃 

千葉県茂原市立本納中学校長 17 21 〃 〃 

千葉県茂原市立早野中学校（甲） 18 45 〃 〃 

千葉県茂原市立早野中学校之印（乙） 19 24 古印体 〃 
 

(３) 中学校 

名称 ひな形 規格 書体 管主者 

（略） 

千葉県茂原市立冨士見中学校之印（甲） ７ 45 古印体 〃 

干葉県茂原市立冨士見中学校之印（乙） ８ 24 〃 〃 

千葉県茂原市立茂原中学校之印（甲） ９ 45 〃 〃 

（略）     

千葉県茂原市立茂原中学校長之印 11 21 てん書 〃 

千葉県茂原市立南中学校印（甲） 12 45 古印体 〃 

干葉県茂原市立南中学校印（乙） 13 24 〃 〃 

（略）     

干葉県茂原市立本納中学校（乙） 16 23 〃 〃 

千葉県茂原市立本納中学校長 17 20 〃 〃 

千葉県茂原市立早野中学校之印（甲） 18 45 〃 〃 

千葉県茂原市立早野中学校之印（乙） 19 24 古印体 〃 
 

 

（略） 
 

（略） 



 

改正後 現 行 

別表第２ 別表第２ 

４ ５ ６ 

 

 

 

７ ８ ９ 

   

10 11  

  

 

 

４ ５ ６ 

   

７ ８ ９ 

   

10 11 12 

   
 

 

(２) 小学校 

(1～12 略) 

(２) 小学校 

(1～12 略) 

茂

原

市

青 

少

年

指

導 

セ

ン

タ

ー 

所

長

之

印 

茂 原 市 

本 納 公 民 

館 長 之 印 



 

改正後 現 行 

13 14 15 

  

 

 

13 14 15 

   
 

(16～30 略) (16～30 略) 

31 32 33 

  

 

 

31 32 33 

   
 

  

(３) 中学校 

(1～6 略) 

(３) 中学校 

(1～6 略) 

７ ８ ９ 

 

 

 
 

７ ８ ９ 

   
 

千 葉 県 

茂 原 市 立 

西 小 学 

校 長 印 

千 葉 県 

茂 原 市 

立 東 部 小 

学 校 長 印 

千

葉

県 

茂

原

市

立 

冨

士

見

中 

学

校

印 



 

改正後 現 行 

(10～15 略) (10～15 略) 

16 17 18 

  

 

19 20  

   

 

16 17 18 

   

19 20  

  

 

 

  

（第３条関係）茂原市公民館の管理に関する規則新旧対照表 

  

別表 別表 
 

名称 所管区域 

茂原市本納公民館 茂原市全域 

（略） 

名称 所管区域 

茂原市中央公民館 茂原市全域 

茂原市本納公民館 〃 

千 葉 県 

茂 原 市 

立 早 野 

中 学 校 

千 葉 県 

茂 原 市 立 

早 野 中 学 

校 之 印 

千 葉 県 

茂 原 市 立 

早 野 中 学 

校 長 之 印 



 

改正後 現 行 

 

（略） 

  

（第４条関係）茂原市教育委員会の管理する公共施設の電話予約に関する規則新旧対照表 

  

別表（第３条第２項及び第９条） 

施設の名称 電話予約の対象施設 申込受付時期 

茂原市本納公民館 多目的ホール 

会議室 

研修室 

調理室 

音楽室・プレイルーム 

使用日前１か月から当日ま

で。ただし、対象施設を午後

５時以降に使用する電話予約

を行う場合は、使用日前１か

月から使用日前１週間までと

する。 

 

 

 

 

 

茂原市鶴枝公民館 

 

 

 

 

大会議室 

小会議室 

研修室 

料理実習室 

講座室 

茂原市市民体育館 大体育室 使用日前２週間から当日まで 

（略） 
 

別表（第３条第２項及び第９条） 

施設の名称 電話予約の対象施設 申込受付時期 

茂原市中央公民館 大会議室 

小会議室 

研修室 

調理室 

講座室 

ギャラリー 

使用日前１か月から当日ま

で。ただし、対象施設を午後

５時以降に使用する電話予約

を行う場合は、使用日前１か

月から使用日前１週間までと

する。 

 

 

 

 

 

茂原市本納公民館 

 

 

 

 

多目的ホール 

会議室 

研修室 

調理室 

音楽室・プレイルーム 

茂原市鶴枝公民館 大会議室 

小会議室 

研修室 

料理実習室 

講座室 

茂原市市民体育館 大体育室 使用日前２週間から当日まで 



 

改正後 現 行 

（略） 
 

附 則（令和６年〇月〇日茂原市教育委員会規則第〇号） 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 



 

議案第３号 

 

茂原市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令の制定について 

 

茂原市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令を次のように制定する。 

 

 

令和６年３月１９日提出 

 

              茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

茂原市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令 

 

茂原市教育委員会処務規程（令和４年茂原市教育委員会訓令第１号）の一部を次のよう

に改正する。 

別表第２中 

「 

機関名 専決事項 教育長 部長 館長 

中 央公

民館 

１ 使用の許可、使用許可の取消し

及び使用制限 

  ○ 

２ 使用料の徴収、減免及び還付   ○ 

３ 入館の制限   ○ 

                                        」 

 を削り、同表中 

「 

機関名 専決事項 教育長 部長 中央公民館長 館長 

                                      」を 



 

「 

機関名 専決事項 教育長 部長 生涯学習課長 館長 

  」に改める。 

 別表第３教育部の部中央公民館の項を削る。 

 附 則 

 この訓令は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

提案理由  茂原市中央公民館の廃止に伴い、所要の改正をするものです。 

 



議案第３号参考資料 

茂原市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令新旧対照表 

 

改正後 現 行 

  

別表第２（第12条） 個別専決事項 別表第２（第12条） 個別専決事項 

（削除） 
機関名 専決事項 教育長 部長 館長 

中央公

民館 

 

 

 

１ 使用の許可、使用許可の

取消し及び使用制限 

２ 使用料の徴収、減免及び

還付 

３ 入館の制限 

  〇 

 

〇 

 

〇 
 

機関名 専決事項 教育長 部長 
生涯学習

課長 
館長 

本納公

民館・

鶴枝公

民館 

 

１ 使用の許可、

使用許可の取消

し及び使用制限 

２ 使用料の徴

収、減免及び還

付 

３ 入館の制限 

 

 

 

 

 〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

機関名 専決事項 教育長 部長 
中央公民

館長 
館長 

本納公

民館・

鶴枝公

民館 

 

１ 使用の許可、

使用許可の取消

し及び使用制限 

２ 使用料の徴

収、減免及び還

付 

３ 入館の制限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 



 

改正後 現 行 

 

別表第３（第15条） 

別表第３（第15条） 

 

 
 

部名 課名 文書記号 

教育部 教育総務課 茂教総 

学校教育課 茂教学 

生涯学習課 茂教生 

体育課 茂教体 

学校給食センター 茂教給 

本納公民館 茂本公 

鶴枝公民館 茂鶴公 

青少年指導センター 茂教青 

美術館・郷土資料館 茂教美 

東部台文化会館 茂教東 

 

部名 課名 文書記号 

教育部 教育総務課 茂教総 

学校教育課 茂教学 

生涯学習課 茂教生 

体育課 茂教体 

学校給食センター 茂教給 

中央公民館 茂中公 

本納公民館 茂本公 

鶴枝公民館 茂鶴公 

青少年指導センター 茂教青 

美術館・郷土資料館 茂教美 

東部台文化会館 茂教東 

   附 則（令和６年〇月〇日茂原市教育委員会訓令第〇号） 

 この訓令は、令和６年４月１日から施行する。 



 

議案第４号 

 

茂原市立図書館規則の一部を改正する規則の制定について 

 

茂原市立図書館規則の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

 

令和６年３月１９日提出 

 

茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

茂原市立図書館規則の一部を改正する規則 

 

茂原市立図書館規則（昭和48年茂原市教育委員会規則第４号）の一部を次のように改正

する。 

第２条から第１０条までを次のように改める。 

（業務範囲） 

第２条 図書館は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 施設の維持管理及び運営に関する業務 

(２) 図書館法（昭和25年法律第118号）第３条各号に掲げる事業を行うために必要な

業務 

(３) 総務に関する業務 

(４) 施設利用に関する業務 

(５) 利用者への奉仕に関する業務 

(６) 各種事業の企画及び実施に関する業務 

(７) 館外奉仕の運営に関する業務 

(８) 安全対策及び監視体制に関する業務 

(９) 実習受入れ、研修会等に関する業務 

(１０) 学校図書館との連携に関する業務 



 

(１１) 図書館の備品に関する業務 

(１２) 個人情報保護に関する業務 

(１３) 市民及び利用者の苦情に関する業務 

(１４) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める業務 

（図書館協議会） 

第３条 茂原市立図書館の設置及び管理に関する条例（昭和47年茂原市条例第67号）第１

２条に規定する図書館協議会（以下「協議会」という。）に会長及び副会長をそれぞれ

１名置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理す

る。 

（会議） 

第４条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。ただし、会長が選

任されるまでの間に開催される会議については、教育長が招集する。 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

（利用状況等の報告） 

第５条 館長は、図書館の諸利用月報を作成し、速やかに教育長に提出しなければならな

い。 

（個人貸出し） 

第６条 図書館資料の個人貸出しを受けることができる者は、本市に住所を有し、又は通

勤若しくは通学している者及び長生郡在住、市原市在住、いすみ市在住、勝浦市在住、

大多喜町在住及び御宿町在住の者とする。ただし、館長が必要と認めた者については、

この限りでない。 

（図書館カード） 

第７条 図書館資料の個人貸出しを受けようとする者（以下「利用者」という。）は、図

書館カード申込書を館長に提出し、その登録を経た後、図書館カードの交付を受け、こ

れにより申し込まなければならない。 



 

２ 図書館カードの有効期間は、交付の日後利用者の３回目の誕生日が経過するまでの期

間とする。 

３ 図書館カード申込書の記載事項に変更があった場合又は図書館カードを紛失若しくは

汚損した場合に利用者は、速やかにその旨を館長に届け出なければならない。 

４ 交付を受けた図書館カードは、第三者に貸与又は譲渡してはならない。 

５ 図書館カードが登録者本人以外の者によって使用され、損害が生じた場合、その責は

登録者本人に帰するものとする。 

（貸出資料数及び貸出期間） 

第８条 利用者が同時に貸出しを受けることができる図書館資料の数は、次のとおりとす

る。ただし、本市に住所を有し、又は通勤若しくは通学している者以外の利用者が同時

に貸出しを受けることができる図書館資料の数は、合わせて５点以内とする。 

種類 資料数 

図書・雑誌・紙芝居 １０点以内 合わせて１０点以内 

ＣＤ ３点以内 合わせて３点以内 

ＤＶＤ １点 

２ 図書館資料の貸出期間は、２週間以内とする。 

３ 前項の規定による貸出期間を延長して、利用者が引き続き当該図書館資料（予約のあ

る資料及び本市以外の図書館等所有の資料を除く。）の貸出しを受けようとするときは、

貸出期間の満了３日前から満了日の間に館長に申し出て、その承認を受けなければなら

ない。 

４ 前項の規定により引き続き貸出しを受ける期間は、第２項の貸出期間が満了すること

となる日の翌日から２週間以内とする。 

（貸出しの期限） 

第９条 館長は、前条第２項の貸出期間又は前条第４項の引き続き貸出しを受ける期間内

に貸出しを受けた図書館資料を返納しなかった利用者に対し、館長が別に定める期間図

書館資料の貸出しを制限することができる。 

（団体貸出し） 

第１０条 図書の貸出しを受けることのできる者は、市内の各種機関又は団体等で、館長



 

が団体貸出しを適当と認めたものとする。 

２ 図書の団体貸出しを受けようとする者は、団体貸出申込書の交付を受け、これにより

申し込まなければならない。 

３ 同時に貸出しを受けることのできる図書は、１機関又は１団体につき１００冊以内と

し、その貸出期間は１月以内とする。 

第１０条の２及び第１１条を削る。 

第１２条から第１４条までを次のように改める。 

（指定管理者による管理） 

第１４条 この規則の適用については、第５条、第６条、第７条第１項及び第３項、第８

条第３項、第９条、第１０条第１項、第１２条及び前条中「館長」とあるのは「指定管

理者」とする。 

第１４条の２から第１７条までを削る。 

第１８条中「もつて」を「もって」に改め、同条を第１１条とする。 

第１９条を削り、第２０条を第１２条とし、第２１条を第１３条とし、第２２条を第１

５条とする。 

附 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

提案理由  図書館の指定管理者の指定に伴い、業務範囲を明確に規定し、また、実態

に合わせた貸出内容等とするため、所要の改正をするものです。 



 

議案第４号参考資料 

茂原市立図書館規則の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 現 行 

（業務範囲） （職員） 

第２条 図書館は、次に掲げる業務を行う。 第２条 図書館に事務職員を置き、技術職員その他必要な職員を置くことが

できる。 

(１) 施設の維持管理及び運営に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(２) 図書館法（昭和25年法律第118号）第３条各号に掲げる事業を行うた

めに必要な業務 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿_ 

(３) 総務に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(４) 施設利用に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(５) 利用者への奉仕に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(６) 各種事業の企画及び実施に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(７) 館外奉仕の運営に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(８) 安全対策及び監視体制に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(９) 実習受入れ、研修会等に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(10) 学校図書館との連携に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(11) 図書館の備品に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(12) 個人情報保護に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(13) 市民及び利用者の苦情に関する業務 ＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(14) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める業務 

 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（図書館協議会） （職員の職及び職務） 

第３条 茂原市立図書館の設置及び管理に関する条例（昭和47年茂原市条例

第67号）第12条に規定する図書館協議会（以下「協議会」という。）に会

長及び副会長をそれぞれ１名置く。 

第３条 図書館に館長その他必要な職員を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 ２ 館長は、上司の命を受け、図書館の事務を掌理し、所属職員の指揮監督



 

改正後 現 行 

をする。 

３ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 ３ その他の職員は、上司の命を受け、図書館の事務に従事する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その

職務を代理する。 

 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（会議） （係の設置） 

第４条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。ただ

し、会長が選任されるまでの間に開催される会議については、教育長が招

集する。 

第４条 図書館に次の係を置く。 

＿＿＿ 管理係 

＿＿＿ 奉仕係 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 ＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（利用状況等の報告） （分掌事務） 

第５条 館長は、図書館の諸利用月報を作成し、速やかに教育長に提出しな

ければならない。 

第５条 図書館の分掌事務は、次のとおりとする。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (１) 図書館の庶務に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (２) 図書館の予算の経理その他会計事務に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (３) 他の機関との連絡及び調整に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (４) 図書館協議会に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (５) 図書館資料の選択、受入れ、整理及び改廃に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (６) 図書館資料の目録及び索引の作成に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (７) 図書館資料の統計に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (８) 図書館資料の館内利用及び館外利用に関すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (９) 読書センターの設置及び運営に関すること。 



 

改正後 現 行 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

(10) その他図書館の事業に関すること。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿ 

 

第６条から第９条まで 削除 

 

（個人貸出し） ＿＿＿＿＿＿＿ 

第６条 図書館資料の個人貸出しを受けることができる者は、本市に住所を

有し、又は通勤若しくは通学している者及び長生郡在住、市原市在住、い

すみ市在住、勝浦市在住、大多喜町在住及び御宿町在住の者とする。ただ

し、館長が必要と認めた者については、この限りでない。 

 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（図書館カード） ＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第７条 図書館資料の個人貸出しを受けようとする者（以下「利用者」とい

う。）は、図書館カード申込書を館長に提出し、その登録を経た後、図書

館カードの交付を受け、これにより申し込まなければならない。 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２ 図書館カードの有効期間は、交付の日後利用者の３回目の誕生日が経過

するまでの期間とする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３ 図書館カード申込書の記載事項に変更があった場合又は図書館カードを

紛失若しくは汚損した場合に利用者は、速やかにその旨を館長に届け出な

ければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿ 

４ 交付を受けた図書館カードは、第三者に貸与又は譲渡してはならない。 ＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

５ 図書館カードが登録者本人以外の者によって使用され、損害が生じた場

合、その責は登録者本人に帰するものとする。 

 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（貸出資料数及び貸出期間） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第８条 利用者が同時に貸出しを受けることができる図書館資料の数は、次

のとおりとする。ただし、本市に住所を有し、又は通勤若しくは通学して

いる者以外の利用者が同時に貸出しを受けることができる図書館資料の数

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



 

改正後 現 行 

は、合わせて５点以内とする。 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

種類 資料数 

図書・雑誌・紙芝居 10点以内 合わせて10点以内 

ＣＤ ３点以内 合わせて３点

以内 
ＤＶＤ １点 

 

 

２ 図書館資料の貸出期間は、２週間以内とする。 ＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３ 前項の規定による貸出期間を延長して、利用者が引き続き当該図書館資

料（予約のある資料及び本市以外の図書館等所有の資料を除く。）の貸出

しを受けようとするときは、貸出期間の満了３日前から満了日の間に館長

に申し出て、その承認を受けなければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

４ 前項の規定により引き続き貸出しを受ける期間は、第２項の貸出期間が

満了することとなる日の翌日から２週間以内とする。 

 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（貸出しの期限） ＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第９条 館長は、前条第２項の貸出期間又は前条第４項の引き続き貸出しを

受ける期間内に貸出しを受けた図書館資料を返納しなかった利用者に対

し、館長が別に定める期間図書館資料の貸出しを制限することができる。 

 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（団体貸出し） （図書館協議会） 

第10条 図書の貸出しを受けることのできる者は、市内の各種機関又は団体

等で、館長が団体貸出しを適当と認めたものとする。 

第10条 茂原市立図書館の設置及び管理に関する条例（昭和47年茂原市条例

第67号）第12条に規定する図書館協議会（以下「協議会」という。）に会

長及び副会長１名を置く。 

２ 図書の団体貸出しを受けようとする者は、団体貸出申込書の交付を受

け、これにより申し込まなければならない。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 



 

改正後 現 行 

３ 同時に貸出しを受けることのできる図書は、１機関又は１団体につき100

冊以内とし、その貸出期間は１月以内とする。 

３ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その

職務を代理する。 

 

＿＿＿＿ （会議） 

＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 第10条の２ 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ （利用状況等の報告） 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

第11条 館長は、図書館の諸利用月報を作成し、速やかに教育長に提出しな

ければならない。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿ 

 

第12条から第14条まで 削除 

 

＿＿＿＿＿＿＿ （個人貸出し） 

＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

第14条の２ 図書館資料の個人貸出しを受けることができる者は、本市に住

所を有し、又は通勤若しくは通学している者とする。ただし、館長が必要

と認めた者については、この限りでない。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿ （図書館カード） 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第15条 図書館資料の個人貸出しを受けようとする者（以下「利用者」とい

う。）は、図書館カード申込書を館長に提出し、その登録を経た後、図書

館カードの交付を受け、これにより申し込まなければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ２ 図書館カードの有効期間は、交付の日後利用者の３回目の誕生日が経過



 

改正後 現 行 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ するまでの期間とする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３ 図書館カード申込書の記載事項に変更があつた場合又は図書館カードを

紛失若しくは汚損した場合に利用者は、速やかにその旨を館長に届け出な

ければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ４ 交付を受けた図書館カードは、第三者に貸与又は譲渡してはならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

５ 図書館カードが登録者本人以外の者によつて使用され、損害が生じた場

合、その責は登録者本人に帰するものとする。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ （貸出資料数及び貸出期間） 

＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第15条の２ 利用者が同時に貸出しを受けることができる図書館資料の数

は、次のとおりとする。 

 
種類 資料数 

図書・雑誌・紙芝居 10点以内 

合わせて10点以内 ＣＤ ３点以内 
合わせて３

点以内 
ＤＶＤ １点 

 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ２ 図書館資料の貸出期間は２週間以内とする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３ 前項の規定による貸出期間を延長して、利用者が引き続き当該図書館資

料（予約のある資料及び本市以外の図書館等所有の資料を除く。）の貸出

しを受けようとするときは、貸出期間の満了３日前から満了日の間に館長

に申し出て、その承認を受けなければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

４ 前項の規定による引き続き貸出しを受ける期間は、第２項の貸出期間が

満了することとなる日の翌日から２週間以内とする。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿ （貸出しの制限） 
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＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿ 

 

第15条の３ 館長は、前条第２項の貸出期間又は前条第４項の引き続き貸出

しを受ける期間内に貸出しを受けた図書館資料を返納しなかつた利用者に

対し、館長が別に定める期間図書館資料の貸出しを制限することができ

る。 

 

＿＿＿＿＿＿＿ （団体貸出し） 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第16条 図書の団体貸出しを受けることのできる者は、市内の各種機関又は

団体等で、館長が団体貸出しを適当と認めたものとする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２ 図書の団体貸出しを受けようとする者は、団体貸出申込書の交付を受

け、これにより申し込まなければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_ 

 

３ 同時に貸出しを受けることのできる図書は、１機関又は１団体につき100

冊以内とし、その貸出期間は１月以内とする。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿ （読書センター） 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第17条 館長は、必要と認めたときは、市内１自治会内１カ所の読書センタ

ーを置くことができる。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２ 館長は、読書センターを設置しようとするときは、当該自治会より１名

の責任者を選任し、読書センター設置契約書をとり交わすものとする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿_＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿ 

 

３ 設置期間は１年とし、１センター当たりの定置図書は、400冊以内とす

る。ただし、１月につき１回、図書の一部又は全部の交換を行うことがで

きる。 

 

（損害の賠償） （損害の賠償） 

第11条 利用中の図書館資料を亡失し、又は著しく汚破損した者は、同等の

価格の現品又は相当の代価をもって賠償しなければならない。 

第18条 利用中の図書館資料を亡失し、又は著しく汚破損した者は、同等の

価格の現品又は相当の代価をもつて賠償しなければならない。 
 

＿＿＿＿＿＿＿ （宅配貸出し） 



 

改正後 現 行 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第19条 館長は、重度身体障害者、ねたきり老人等特別の理由によつて来館

できない者に対し、図書館資料を宅配によつて貸出しすることができる。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿ 

 

２ 第14条の２、第15条及び第15条の２の規定は、宅配貸出しについて準用

する。 

 

（資料の受贈） （資料の受贈） 

第12条 （略） 

 

第20条 （略） 

 

（館外貸出しを禁ずる資料） （館外貸出しを禁ずる資料） 

第13条 （略） 

 

第21条 （略） 

 

（指定管理者による管理） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第14条 この規則の適用については、第５条、第６条、第７条第１項及び第

３項、第８条第３項、第９条、第10条第１項、第12条及び前条中「館長」

とあるのは「指定管理者」とする。 

 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（委任） （委任） 

第15条 （略） 

 

第22条 （略） 

 

   附 則（令和６年〇月〇日茂原市教育委員会規則第〇号） 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 



議案第５号 

 

令和６年度茂原市の教育方針及び重点施策について 

 

茂原市教育委員会は、令和６年度茂原市の教育方針及び重点施策を別紙のとおり定める。 

 

 

令和６年３月１９日提出 

 

                       茂原市教育長  内 田 達 也 

 

 

提案理由  茂原市教育施策の大綱に基づき、令和６年度の教育方針及び重点施策を定

めるものです。 
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令和６年度茂原市の教育基本方針及び重点施策 

 

情報化、グローバル化、少子高齢化が加速度的に進展する世の中にあって、教育に対す

る期待は益々大きくなってきています。そこで『茂原市教育施策の大綱』に基づき、「人づ

くり」を中心的課題として捉え「ふるさと茂原を愛し、豊かな心と高い志を持って未来を

主体的に生きる人づくり」を目標に、令和６年度茂原市の教育基本方針及び重点施策を次

のように定め、各種事業を実施します。 

 

基本方針１ 社会で生きる力の育成 

（１）確かな学力の育成 

問題解決的な学習を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の習得、思考力、判断力、

表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度を養うことに努めます。また、教員の経

験年数に応じた参加型の研修を充実させることにより、教員の資質向上を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・特色ある学校経営及び学習指導要領の実施、カリキュラム・マネジメントの促進に努

めるとともに、主体的・対話的で深い学びや思考力・判断力・表現力等の育成の視点

からの授業改善と多様な体験活動を推進します。 

・校長、教頭、教務主任、若年層教員の研修会や、茂原市教育研究協議会の研修におい

て、自己の課題意識に基づいた自主的な研修を進め、教員の資質向上を図ります。 

・「全国学力・学習状況調査」の結果を基にした指導方法の改善などにより、個に応じた

指導を取り入れ、児童生徒の学力の向上を図ります。 

・インクルーシブ教育システムの構築を目指し、多様な教育的ニーズに応じた合理的配

慮の提供に努め、特別支援教育支援員の配置や巡回相談員の派遣などを通して、特別

支援教育の充実に努めます。 

・「茂原市立中学校部活動ガイドライン」に則り、各中学校は「学校の部活動に係る活動

方針」を作成し、スポーツや文化等を通して、生徒が健全な心と身体を培い豊かな人

間性を育むために、バランスの取れた活動に努めます。 

・休日の学校部活動地域移行については、柔道部を対象（７月までは学校部活動との並

立可）として実施し、バレーボール部についても地域移行の準備を開始します。また、

令和７年度に全ての休日の学校部活動地域移行の準備を開始するため、課題の整理、
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体制づくり等を行いながら地域の持続可能で多様なスポーツ活動・文化活動の環境づ

くりに努めます。 

・本市における特色ある教育を推進するため、茂原市全体で段階的に小中一貫教育を実

施するとともに、その課題等について、茂原市小中一貫教育推進委員会で検討します。 

（２）幼児教育・保育の充実 

遊びを通しての総合的な指導の中で、生きる力の基礎を育む教育を推進するとともに、

円滑な接続を見通した幼保小連携を図り、子どもが幼児期から小学校生活になじめるよ

う、就学前の教育・保育の充実を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・基礎的な能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を培う教育の推進に

努めます。 

・小学校への円滑な接続を図るための、幼保小連携の体制づくりを推進します。 

・幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努めます。 

 

（３）国際理解教育の推進 

グローバル化に対応したコミュニケーション能力の育成を図るため、ＡＬＴ等による

語学指導の充実、姉妹都市オーストラリア・ソルズベリー市への中学生等海外派遣事業

の継続を通して、子どもたちが異なる文化に触れる機会を創出し、異文化を理解できる

豊かな感性を育みます。 

【令和６年度の取り組み】 

・小中学校における外国語科等において、教員の指導力の向上のための研修の充実を図

ります。また、ＡＬＴを各校に配置してネイティブの発音に触れる機会を確保し、指

導の充実に努めます。 

・中学生等海外派遣等事業では、中学生及び教員等を国内の国際交流体験施設に派遣し

ます。 

 

（４）生涯学び、活躍できる環境の整備 

多様化する学習ニーズに対応した学習機会の提供に努め、市民の知識・技術の習得を

サポートします。また、その技術等を活用する場を設けることで、生涯を通じて活躍で

きる環境の整備に努めます。 
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【令和６年度の取り組み】 

・「市民カレッジ」等の開催により、幅広いジャンルの講座を提供する事で、新たな知

識を得たり掘り下げたり出来るよう魅力ある題材の提供に努めます。 

・市民の要望に応じて、地域社会の一員として生活するために必要な知識や情報を提供

する「職員出前講座」の普及を図ります。 

・生涯学習ガイドブック等により参加してみたい講座やイベントに関する情報提供に努

めます。 

・国・各自治体の施設や関連機関と連携を図り、市民の多様化するニーズに対応できる

よう協力体制を整備します。 

・公民館及び東部台文化会館では、多様なニーズにあった主催教室や、講座を開催し、

市民の学習意欲に応え、教養の向上を図ります。 

・美術館・郷土資料館では、美術実技講座による作品を創り上げる機会の提供や、学芸

員による美術収蔵品展の解説会、バックヤードツアー（収蔵庫見学会）、歴史セミナ

ー、古文書講座、親子で学ぶ歴史講座等の開催及び美術収蔵品のデジタル情報提供に

より、郷土の美術、歴史を学ぶ機会の提供に努めます。 

・市立図書館は、市民の利便性の向上、図書館機能の充実を目的に、令和 7 年春頃に「茂

原ショッピングプラザアスモ」に移転します。新たな施設は、市民が気軽に利用でき、

また、自主的に生涯学習に取り組める環境を目指します。 

 

（５）情報教育（情報活用能力の育成）の推進 

情報化が急速に進展する社会生活の中で、日常的にＩＣＴを活用していく力が求めら

れています。学校生活や学習においても、情報活用能力を、言語能力と同様に「学習の

基盤となる資質・能力」と位置づけ、学校のＩＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習

活動の充実を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・児童生徒用タブレットＰＣを活用し、学習活動の充実を図ります。 

・ＩＣＴ支援員が、授業支援や校内研修などを行うことにより、教員の指導力向上を図

り学校のＩＣＴ教育の充実を図ります。 
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基本方針２ 心を育む人間教育の推進 

（１）いじめ防止への取り組みと相談体制の充実 

「茂原市いじめ対応マニュアル」及び「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ

の未然防止・早期発見・早期対応を組織的・計画的に推進します。 

また、子どもの生命・身体の安全を守るため、相談体制の充実を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・「茂原市いじめ防止基本方針」に基づき、各校の「学校いじめ防止基本方針」を見直し、

より効果的にいじめ防止に取り組みます。 

・いじめに対応する校内委員会を活用し、いじめの未然防止・早期発見・早期対応を組

織的・計画的に進めます。 

・茂原市いじめ等問題対策連絡協議会を活用し、関係機関との連携を図り、協力してい

じめへの対応を図ります。 

 

（２）道徳教育の推進 

「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の推進に向け、教員の指導力向上のための

研修の充実を図り、子どもたち一人一人が、自分の生き方についての考えを深め、道徳

的な判断力、心情、実践意欲と態度を育みます。 

【令和６年度の取り組み】 

・道徳の指導法に関する実践的な研修を位置づけ、「考え、議論する道徳」を意識した指

導方法の工夫・改善に努めます。 

・教育活動全体を通じて、豊かな人間関係づくりのためのコミュニケーション能力の育

成に努めます。 

 

（３）読書活動の推進 

子どもを取り巻く社会環境の変化により、子どもの生活により身近な幼・保・こども

園と学校での読書活動の重要性が高まっています。 

市立図書館と連携し、幼・保・こども園においては、読書の楽しさを伝え、また学校

においては、学校図書館と学校司書を活用した読書活動と学習活動の充実に努めます。 

【令和６年度の取り組み】 

・読書の楽しさや喜びを感じさせることで、豊かな心情を養います。また、学校におい
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ては、国語科を中心に各教科等での学校図書館の活用を推進します。 

・学校司書が配置された全ての小学校で、読書活動や環境整備だけでなく、学習活動の

充実に努めます。また、小学校と中学校が連携して読書活動を推進します。 

・学校図書館の活用を推進するため、資料の充実を図るとともに、司書教諭や学校司書

等の資質の向上に努めます。また、市立図書館は、学校図書館の資料の補完に努めま

す。 

・学校図書館支援ボランティアを対象に、読み聞かせ等に関する情報提供を行うなど、

読書環境の整備体制を充実させます。 

・「第四次茂原市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもが本に親しみながら成長し

ていくために、学校図書館・市立図書館及び教育委員会とのさらなる連携体制整備の

強化を図ります。 

・「茂原市子ども読書活動推進会議」を開催し、第四次推進計画に係る各施策に基づいて

行った事業の進捗状況を点検し、その結果を翌年度へフィードバックし、活用します。 

 

（４）青少年の健全育成と家庭教育の充実 

青少年指導センターを中心に関係機関、団体、地域と連携し、巡回・補導・相談活動

の充実を図り、青少年の非行防止活動を推進します。また、青少年に有害な社会環境・

インターネット環境の浄化活動に取り組むとともに、インターネットの適切な使用の啓

発に努めます。 

子どもたちの社会性や自立性を育む様々な活動を支援するとともに、子どもの人格形

成の基礎づくりを担う家庭の教育機能向上を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・青少年が集まりやすい場所の巡回を強化し、関係機関と情報を共有しながら非行の防

止や早期発見に努めます。 

・広報紙や啓発物品の配布を通して、相談しやすい窓口となるように啓発活動に努めま

す。 

・インターネット上に潜む危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普及を図るとと

もにネットパトロールを実施し、ＳＮＳ上のトラブル防止に努めます。 

・青少年の健全育成体制の充実を図るため、補助金の交付や団体事務局の運営等を通じ

て青少年育成茂原市民会議、青少年相談員、子ども会等の活動を支援します。 
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・子ども会の活動支援を通して、青少年の奉仕活動・体験活動の推進に努めます。 

・３歳児、小学校入学を控えた児童、幼稚園児・小学生の保護者に向けて子育て等に関

する知識や保護者同士の繋がりを得られる機会を提供し、家庭教育の充実に努めます。 

 

（１）芸術文化の振興 

美術館の優れた美術品の展示、企画展、また市民、小中高校生の発表の機会としての

展示を行い、親しみのある美術館･郷土資料館づくりと鑑賞する機会の提供に努めます。

文化協会の組織充実を図るとともに、市民の文化活動の意欲向上と発表の場を確保する

ため、文化祭等を開催し、身近で親しみやすく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提

供します。 

【令和６年度の取り組み】 

・茂原市文化協会の組織の充実を支援するとともに、市民の文化活動の意欲の向上と発

表の場を確保するため文化祭等を開催し、身近で親しみやすく、かつ優れた芸術文化

の鑑賞の機会を提供します。 

・歌舞伎、能・狂言、ミュージカルなどの芸術鑑賞会を企画するとともに、小中学生を

対象とした音楽鑑賞教室を６校で開催し、優れた芸術文化に触れる機会を提供します。 

・文化会館まつりを開催し、日頃の文化活動の発表の場を確保するとともに、市民に文

化活動の情報を提供します。 

・美術館では、優れた美術品を展示する年１０回の収蔵品展と、年１８回の市民美術展、

小中学校作品展等の展覧会の開催及び各展覧会の映像配信により、鑑賞と発表の機会

を提供します。 

 

（２）スポーツ環境の充実 

市民スポーツの活動拠点となる市民体育館を安全に利用することができる充実した

施設となるよう整備を図るとともに、学校体育施設等の開放を活用し、身近な場所でも

スポーツを気軽に取り組むことができる環境整備に努めます。 

【令和６年度の取り組み】 

・市民体育館は、体育施設の役割を十分に発揮できるよう、安全安心で、衛生的な施設

として利用者に良好な環境を提供するため、施設の適切な維持管理に努めます。東部

基本方針３ 芸術文化・スポーツの振興 
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台文化会館は、昨年度、体育センターに設置した空調機を活用し、利用者の利便性の

向上及び快適な環境の提供に努めます。また、衛生環境の改善に努めます。今後も、

各施設においては、本市のスポーツ活動の拠点として充実した施設となるように環境

整備を進めます 

・学校教育に支障のない範囲で学校施設を地域に開放し、環境整備に努めます。 

 

（３）スポーツ・レクリエーションの推進 

スポーツ・レクリエーションを通して、様々なニーズや志向に合わせた事業を実施し、

市民の健康づくり、体力づくりを推進するとともに、スポーツを活用した地域づくりを

推進するため、総合型地域スポーツクラブの設立および活動を支援します。 

【令和６年度の取り組み】 

・「市民ひとり１スポーツ」を目標とし、市民の健康づくり、体力づくりを推進するため、

本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」や気軽に行える「ウォーキング」を推奨

し、スポーツをする習慣をつくる意識啓発に努めます。 

・茂原市スポーツ大使（６名）の活躍を市公式ＳＮＳなどで周知し、市民のスポーツへ

の関心度向上に努めます。 

・本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」の普及に努め、スポーツへの関心や意欲

の向上を図ります。 

・総合型地域スポーツクラブについては、引き続き既存クラブの活動を支援するととも

に、各地域でのスポーツ推進に努めるほか、市民体育館を拠点とする中央型クラブの

設立について研究、協議します。 

 

（１）郷土愛の育成 

ふるさと茂原について学ぶ「茂原学」を教科等の年間指導計画に位置づけるとともに、

地域にある事業所や公共施設における職場見学・職業体験の充実を図り、地域で働く

人々と触れ合う体験を通して郷土を愛する心を育成します。 

【令和６年度の取り組み】 

・児童生徒の発達段階に応じ、茂原市の歴史・伝統文化・産業・自然環境等の内容につ

基本方針４ 茂原を愛する心の育成 
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いて、社会科を中心とした学習に位置づけます。 

・総合的な学習の時間を中心に、小学校では地域安全マップの作成や職場見学（施設見

学）、中学校では出前授業や職業調べ等を実施します。 

・経済的理由により修学の困難な方に対して、必要な奨学資金を貸付することで有為な

人材の育成に努めるとともに、国の奨学金制度が充実してきていることから、奨学資

金貸付の在り方について検討します。 

 

（２）安全・安心な教育環境の整備 

学校施設の老朽化対策については、学校再編との整合性を取りながら計画的に整備し、

施設の安全性の確保を図るとともに、適正な管理に努めます。また、児童生徒の通学路

の安全確保を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・老朽化対策や、衛生環境の改善などが必要な学校施設について、危険性、緊急性を考

慮し、学校再編との整合性を取りながら整備、修繕等を行い、教育環境の充実に努め

ます。 

・関係機関と協力し、通学路の安全確保を図ります。 

・子どもたちにとって、より良い教育環境の確保を第一に考え、「茂原市学校再編第二次

実施計画」に基づき、学校再編を推進します。 

・社会教育施設・文化施設の適切な整備・維持管理に努めるとともに、利便性の向上に

配慮し設備等の充実を図ります。 

 

（３）伝統文化の維持継承・振興 

貴重な文化財を指定文化財として保護・保存していくとともに、郷土資料の収集・整

理を進め、美術館・郷土資料館に展示することで、地域の文化財や歴史に対する理解を

促し、郷土愛の育成に努めます。 

また、郷土芸能発表会等を開催し、地域の伝統文化に触れる機会を提供します。 

【令和６年度の取り組み】 

・市内に現存する貴重な文化財を指定文化財として指定し、公表することで、文化財に

対する市民の理解を得ながら保護保存に努めます。 

・郷土芸能発表会を開催し、多くの市民に伝統芸能保存団体の活動の周知を図るととも
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に、保存団体に対して存続に向けた意向調査を行い、伝統芸能保存を支援します。 

・郷土資料館の常設展示の充実に努めるほか、年２回のテーマ展等を開催し、郷土愛の

育成に努めます。また、市史編さん事業での調査の成果を展示に反映します。 

・親子向けの歴史講座を実施し、実物資料に触れながら歴史を学ぶことの楽しさを伝え

ます。 

・茂原市史編さん基本方針や刊行計画に沿って市史「資料編」・「通史編」の刊行を継続

します。令和４年度の「茂原市史資料編Ⅰ（原始・古代、中世考古）」の刊行に続き、

２冊目以降を刊行するため、市史編さん委員会を開催し、調査や編集等を進めます。

また、調査の成果として調査報告書を発行します。 

・市史編さん事業の活動を周知するため、年２回（７月・２月）広報もばらに各時代別

での活動内容を紹介します。 

 

（４）家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進 

学校支援ボランティア活動の活性化や夏休み子ども教室等の開催などを通じて地域

教育力の向上を目指すとともに、学校・家庭・地域の協働を推進します。 

【令和６年度の取り組み】 

・青少年育成茂原市民会議や青少年相談員、子ども会など、地域住民等によって運営さ

れる青少年育成関係団体の活動を支援し、地域を挙げた青少年育成に努めます。 

・学校環境整備や登下校の見守り等、学校支援ボランティアによる活動を活性化し、児

童生徒と地域住民が気軽に声を掛けあえるような地域の絆を作り、安全安心な教育環

境を整えます。 

・青少年が健全に育つために必要な自己肯定感や規範意識、コミュニケーション能力を

向上させる機会として、市や青少年育成関係団体が実施する各種事業の運営や活動に

児童生徒の参画を促します。 
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茂原市の教育方針及び重点施策 新旧対照表 

 

改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

令和６年度茂原市の教育方針及び重点施策 

 

情報化、グローバル化、少子高齢化が加速度的に進展する世の中にあっ

て、教育に対する期待は益々大きくなってきています。そこで『茂原市教育

施策の大綱』に基づき、「人づくり」を中心的課題として捉え「ふるさと茂

原を愛し、豊かな心と高い志を持って未来を主体的に生きる人づくり」を目

標に、令和６年度茂原市の教育方針及び重点施策を次のように定め、各種事

業を実施します。 

 

基本方針１ 社会で生きる力の育成 

（１）確かな学力の育成 

問題解決的な学習を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の習得、思

考力、判断力、表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度を養うこと

に努めます。また、教員の経験年数に応じた参加型の研修を充実させるこ

とにより、教員の資質向上を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・特色ある学校経営及び学習指導要領の実施、カリキュラム・マネジメン

トの促進に努めるとともに、主体的・対話的で深い学びや思考力・判断

力・表現力等の育成の視点からの授業改善と多様な体験活動を推進しま

す。 

・校長、教頭、教務主任、若年層教員の研修会や、茂原市教育研究協議会

の研修において、自己の課題意識に基づいた自主的な研修を進め、教員

の資質向上を図ります。 

令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策 

 

情報化、グローバル化、少子高齢化が加速度的に進展する世の中にあっ

て、教育に対する期待は益々大きくなってきています。そこで『茂原市教育

施策の大綱』に基づき、「人づくり」を中心的課題として捉え「ふるさと茂

原を愛し、豊かな心と高い志を持って未来を主体的に生きる人づくり」を目

標に、令和５年度茂原市の教育方針及び重点施策を次のように定め、各種事

業を実施します。 

 

基本方針１ 社会で生きる力の育成 

（１）確かな学力の育成 

問題解決的な学習を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の習得、思

考力、判断力、表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度を養うこと

に努めます。また、教員の経験年数に応じた参加型の研修を充実させるこ

とにより、教員の資質向上を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・特色ある学校経営及び学習指導要領の実施、カリキュラム・マネジメン

トの促進に努めるとともに、主体的・対話的で深い学びや思考力・判断

力・表現力等の育成の視点からの授業改善と多様な体験活動を推進しま

す。 

・校長、教頭、教務主任、若年層教員の研修会や、茂原市教育研究協議会

の研修において、自己の課題意識に基づいた自主的な研修を進め、教員

の資質向上を図ります。 

議案第５号参考資料 
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

・「全国学力・学習状況調査」の結果を基にした指導方法の改善などによ

り、個に応じた指導を取り入れ、児童生徒の学力の向上を図ります。 

・インクルーシブ教育システムの構築を目指し、多様な教育的ニーズに応

じた合理的配慮の提供に努め、特別支援教育支援員の配置や巡回相談員

の派遣などを通して、特別支援教育の充実に努めます。 

・「茂原市立中学校部活動ガイドライン」に則り、各中学校は「学校の部

活動に係る活動方針」を作成し、スポーツや文化等を通して、生徒が健

全な心と身体を培い豊かな人間性を育むために、バランスの取れた活動

に努めます。 

・休日の学校部活動地域移行については、柔道部を対象（７月までは学校

部活動との並立可）として実施し、バレーボール部についても地域移行

の準備を開始します。また、令和７年度に全ての休日の学校部活動地域

移行の準備を開始するため、課題の整理、体制づくり等を行いながら地

域の持続可能で多様なスポーツ活動・文化活動の環境づくりに努めま

す。 

・本市における特色ある教育を推進するため、茂原市全体で段階的に小中

一貫教育を実施するとともに、その課題等について、茂原市小中一貫教

育推進委員会で検討します。 

 

（２）幼児教育・保育の充実 

遊びを通しての総合的な指導の中で、生きる力の基礎を育む教育を推進

するとともに、円滑な接続を見通した幼保小連携を図り、子どもが幼児期

から小学校生活になじめるよう、就学前の教育・保育の充実を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・基礎的な能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を培う

教育の推進に努めます。 

・「全国学力・学習状況調査」の結果を基にした指導方法の改善などによ

り、個に応じた指導を取り入れ、児童生徒の学力の向上を図ります。 

・インクルーシブ教育システムの構築を目指し、多様な教育的ニーズに応

じた合理的配慮の提供に努め、特別支援教育支援員の配置や巡回相談員

の派遣などを通して、特別支援教育の充実に努めます。 

・「茂原市立中学校に係る部活動の方針（部活動ガイドライン）」に則

り、各中学校は「学校の部活動に係る方針」に基づき、スポーツや文化

等を通して、生徒が健全な心と身体を培い豊かな人間性を育むために、

バランスの取れた活動に努めます。 

・部活動の地域移行に向け、先行事例の調査・研究や課題の整理、体制づ

くり等を行いながら地域の持続可能で多様なスポーツ活動・文化活動の

環境づくりに努めます。 

 

 

・本市における特色ある教育を推進するため、茂原市全体で段階的に小中

一貫教育を実施するとともに、その状況を検討する専門委員会を組織し

ます。 

 

（２）幼児教育・保育の充実 

遊びを通しての総合的な指導の中で、生きる力の基礎を育む教育を推進

するとともに、円滑な接続を見通した幼保小連携を図り、子どもが幼児期

から小学校生活になじめるよう、就学前の教育・保育の充実を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・基礎的な能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を培う

教育の推進に努めます。 

・小学校への円滑な接続を図るための、幼保小連携の体制づくりを推進し
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

・小学校への円滑な接続を図るための、幼保小連携の体制づくりを推進し

ます。 

・幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努めます。 

 

（３）国際理解教育の推進 

グローバル化に対応したコミュニケーション能力の育成を図るため、Ａ

ＬＴ等による語学指導の充実、姉妹都市オーストラリア・ソルズベリー市

への中学生等海外派遣事業の継続を通して、子どもたちが異なる文化に触

れる機会を創出し、異文化を理解できる豊かな感性を育みます。 

【令和６年度の取り組み】 

・小中学校における外国語科等において、教員の指導力の向上のための研

修の充実を図ります。また、ＡＬＴを各校に配置してネイティブの発音

に触れる機会を確保し、指導の充実に努めます。 

・中学生等海外派遣等事業では、中学生及び教員等を国内の国際交流体験

施設に派遣します。 

 

（４）生涯学び、活躍できる環境の整備 

多様化する学習ニーズに対応した学習機会の提供に努め、市民の知識・

技術の習得をサポートします。また、その技術等を活用する場を設けるこ

とで、生涯を通じて活躍できる環境の整備に努めます。 

【令和６年度の取り組み】 

・「市民カレッジ」等の開催により、幅広いジャンルの講座を提供する事

で、新たな知識を得たり掘り下げたり出来るよう魅力ある題材の提供に

努めます。 

・市民の要望に応じて、地域社会の一員として生活するために必要な知識

や情報を提供する「職員出前講座」の普及を図ります。 

ます。 

・幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努めます。 

 

（３）国際理解教育の推進 

グローバル化に対応したコミュニケーション能力の育成を図るため、Ａ

ＬＴ等による語学指導の充実、姉妹都市オーストラリア・ソルズベリー市

への中学生等海外派遣事業の継続を通して、子どもたちが異なる文化に触

れる機会を創出し、異文化を理解できる豊かな感性を育みます。 

【令和５年度の取り組み】 

・小中学校における外国語科等において、教員の指導力の向上のための研

修の充実を図ります。また、ＡＬＴを各校に配置してネイティブの発音

に触れる機会を確保し、指導の充実に努めます。 

・中学生等海外派遣等事業では、中学生及び教員等を国内の国際交流体験

施設に派遣します。 

 

（４）生涯学び、活躍できる環境の整備 

多様化する学習ニーズに対応した学習機会の提供に努め、市民の知識・

技術の習得をサポートします。また、その技術等を活用する場を設けるこ

とで、生涯を通じて活躍できる環境の整備に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・「市民カレッジ」等の開催により、幅広いジャンルの講座を提供する事

で、新たな知識を得たり掘り下げたり出来るよう魅力ある題材の提供に

努めます。 

・市民の要望に応じて、地域社会の一員として生活するために必要な知識

や情報を提供する「職員出前講座」の普及を図ります。 

・生涯学習ガイドブック等により参加してみたい講座やイベントに関する
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

・生涯学習ガイドブック等により参加してみたい講座やイベントに関する

情報提供に努めます。 

・国・各自治体の施設や関連機関と連携を図り、市民の多様化するニーズ

に対応できるよう協力体制を整備します。 

・公民館及び東部台文化会館では、多様なニーズにあった主催教室や、講

座を開催し、市民の学習意欲に応え、教養の向上を図ります。 

・美術館・郷土資料館では、美術実技講座による作品を創り上げる機会の

提供や、学芸員による美術収蔵品展の解説会、バックヤードツアー（収

蔵庫見学会）、歴史セミナー、古文書講座、親子で学ぶ歴史講座等の開

催及び美術収蔵品のデジタル情報提供により、郷土の美術、歴史を学ぶ

機会の提供に努めます。 

・市立図書館は、市民の利便性の向上、図書館機能の充実を目的に、令和

７年春頃に「茂原ショッピングプラザアスモ」に移転します。新たな施

設は、市民が気軽に利用でき、また、自主的に生涯学習に取り組める環

境を目指します。 

 

（５）情報教育（情報活用能力の育成）の推進 

情報化が急速に進展する社会生活の中で、日常的にＩＣＴを活用してい

く力が求められています。学校生活や学習においても、情報活用能力を、

言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけ、学校のＩ

ＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習活動の充実を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・児童生徒用タブレットＰＣを活用し、学習活動の充実を図ります。 

・ＩＣＴ支援員が、授業支援や校内研修などを行うことにより、教員の指

導力向上を図り、学校のＩＣＴ教育の充実を図ります。 

 

情報提供に努めます。 

・国・各自治体の施設や関連機関と連携を図り、市民の多様化するニーズ

に対応できるよう協力体制を整備します。 

・公民館及び東部台文化会館では、多様なニーズにあった主催教室を開催

し、市民の学習意欲に応え、教養の向上を図ります。 

・美術館・郷土資料館では、美術実技講座、小学生講座、歴史セミナー、

古文書講座、市史編さん事業講演会等を開催し、作品を創り上げる機会

や歴史を学ぶ機会の提供に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）情報教育（情報活用能力の育成）の推進 

情報化が急速に進展する社会生活の中で、日常的にＩＣＴを活用してい

く力が求められています。学校生活や学習においても、情報活用能力を、

言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけ、学校のＩ

ＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習活動の充実を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・児童生徒用タブレットＰＣを活用し、学習活動の充実を図ります。 

・ＩＣＴ支援員が、授業支援や校内研修などを行うことにより、教員の指

導力向上を図り、学校のＩＣＴ教育の充実を図ります。 
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

基本方針２ 心を育む人間教育の推進 

（１）いじめ防止への取り組みと相談体制の充実 

「茂原市いじめ対応マニュアル」及び「学校いじめ防止基本方針」に基

づき、いじめの未然防止・早期発見・早期対応を組織的・計画的に推進し

ます。 

また、子どもの生命・身体の安全を守るため、相談体制の充実を図りま

す。 

【令和６年度の取り組み】 

・「茂原市いじめ防止基本方針」に基づき、各校の「学校いじめ防止基本

方針」を見直し、より効果的にいじめ防止に取り組みます。 

・いじめに対応する校内委員会を活用し、いじめの未然防止・早期発見・

早期対応を組織的・計画的に進めます。 

・茂原市いじめ等問題対策連絡協議会を活用し、関係機関との連携を図

り、協力していじめへの対応を図ります。 

 

（２）道徳教育の推進 

「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の推進に向け、教員の指導力

向上のための研修の充実を図り、子どもたち一人一人が、自分の生き方に

ついての考えを深め、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育みま

す。 

【令和６年度の取り組み】 

・道徳の指導法に関する実践的な研修を位置づけ、「考え、議論する道

徳」を意識した指導方法の工夫・改善に努めます。 

・教育活動全体を通じて、豊かな人間関係づくりのためのコミュニケーシ

ョン能力の育成に努めます。 

基本方針２ 心を育む人間教育の推進 

（１）いじめ防止への取り組みと相談体制の充実 

「茂原市いじめ対応マニュアル」及び「学校いじめ防止基本方針」に基

づき、いじめの未然防止・早期発見・早期対応を組織的・計画的に推進し

ます。 

また、子どもの生命・身体の安全を守るため、相談体制の充実を図りま

す。 

【令和５年度の取り組み】 

・「茂原市いじめ防止基本方針」に基づき、各校の「学校いじめ防止基本

方針」を見直し、より効果的にいじめ防止に取り組みます。 

・いじめに対応する校内委員会を活用し、いじめの未然防止・早期発見・

早期対応を組織的・計画的に進めます。 

・茂原市いじめ等問題対策連絡協議会を活用し、関係機関との連携を図

り、協力していじめへの対応を図ります。 

 

（２）道徳教育の推進 

「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の推進に向け、教員の指導力

向上のための研修の充実を図り、子どもたち一人一人が、自分の生き方に

ついての考えを深め、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育みま

す。 

【令和５年度の取り組み】 

・道徳の指導法に関する実践的な研修を位置づけ、「考え、議論する道

徳」を意識した指導方法の工夫・改善に努めます。 

・教育活動全体を通じて、豊かな人間関係づくりのためのコミュニケーシ

ョン能力の育成に努めます。 
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

 

（３）読書活動の推進 

子どもを取り巻く社会環境の変化により、子どもの生活により身近な

幼・保・こども園と学校での読書活動の重要性が高まっています。 

市立図書館と連携し、幼・保・こども園においては、読書の楽しさを伝

え、また学校においては、学校図書館と学校司書を活用した読書活動と学

習活動の充実に努めます。 

【令和６年度の取り組み】 

・読書の楽しさや喜びを感じさせることで、豊かな心情を養います。ま

た、学校においては、国語科を中心に各教科等での学校図書館の活用を

推進します。 

・学校司書が配置された全ての小学校で、読書活動や環境整備だけでな

く、学習活動の充実に努めます。また、小学校と中学校が連携して読書

活動を推進します。 

・学校図書館の活用を推進するため、資料の充実を図るとともに、司書教

諭や学校司書等の資質の向上に努めます。また、市立図書館は、学校図

書館の資料の補完に努めます。 

・学校図書館支援ボランティアを対象に、読み聞かせ等に関する情報提供

を行うなど、読書環境の整備体制を充実させます。 

・「第四次茂原市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもが本に親し

みながら成長していくために、学校図書館・市立図書館及び教育委員会

とのさらなる連携体制整備の強化を図ります。 

・「茂原市子ども読書活動推進会議」を開催し、第四次推進計画に係る各

施策に基づいて行った事業の進捗状況を点検し、その結果を翌年度へフ

ィードバックし、活用します。 

 

 

（３）読書活動の推進 

子どもを取り巻く社会環境の変化により、子どもの生活により身近な

幼・保・こども園と学校での読書活動の重要性が高まっています。 

市立図書館と連携し、幼・保・こども園においては、読書の楽しさを伝

え、また学校においては、学校図書館と学校司書を活用した読書活動と学

習活動の充実に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 

・読書の楽しさや喜びを感じさせることで、豊かな心情を養います。ま

た、学校においては、国語科を中心に各教科等での学校図書館の活用を

推進します。 

・学校司書が配置された小学校では、読書活動や環境整備だけでなく、学

習活動の充実に努めます。また、小学校と中学校が連携して読書活動を

推進します。 

・学校図書館の活用を推進するため、資料の充実を図るとともに、司書教

諭や学校司書等の資質の向上に努めます。また、市立図書館は、学校図

書館の資料の補完に努めます。 

・学校図書館支援ボランティアを対象に、読み聞かせ等の講習会や情報交

換会を開催し、読書環境の整備体制を充実させます。 

・「第四次茂原市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもが本に親し

みながら成長していくために、学校図書館・市立図書館及び教育委員会

とのさらなる連携体制整備の強化を図ります。 

・「茂原市子ども読書活動推進会議」を開催し、第四次推進計画に係る各

施策に基づいて行った事業の進捗状況を点検し、その結果を翌年度へフ

ィードバックします。 
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

（４）青少年の健全育成と家庭教育の充実 

青少年指導センターを中心に関係機関、団体、地域と連携し、巡回・補

導・相談活動の充実を図り、青少年の非行防止活動を推進します。また、

青少年に有害な社会環境・インターネット環境の浄化活動に取り組むとと

もに、インターネットの適切な使用の啓発に努めます。 

子どもたちの社会性や自立性を育む様々な活動を支援するとともに、子

どもの人格形成の基礎づくりを担う家庭の教育機能向上を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・青少年が集まりやすい場所の巡回を強化し、関係機関と情報を共有しな

がら非行の防止や早期発見に努めます。 

・広報紙や啓発物品の配布を通して、相談しやすい窓口となるように啓発

活動に努めます。 

・インターネット上に潜む危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普

及を図るとともにネットパトロールを実施し、ＳＮＳ上のトラブル防止

に努めます。 

・青少年の健全育成体制の充実を図るため、補助金の交付や団体事務局の

運営等を通じて青少年育成茂原市民会議、青少年相談員、子ども会等の

活動を支援します。 

・子ども会等の活動支援を通して、青少年の体験活動の推進に努めます。 

・３歳児、小学校入学を控えた児童、幼稚園児・小学生の保護者に向けて

子育て等に関する知識や保護者同士の繋がりを得られる機会を提供し、

家庭教育の充実に努めます。 

 

（１）芸術文化の振興 

基本方針３ 芸術文化・スポーツの振興 

（４）青少年の健全育成と家庭教育の充実 

青少年指導センターを中心に関係機関、団体、地域と連携し、巡回・補

導・相談活動の充実を図り、青少年の非行防止活動を推進します。また、

青少年に有害な社会環境・インターネット環境の浄化活動に取り組むとと

もに、インターネットの適切な使用の啓発に努めます。 

子どもたちの社会性や自立性を育む様々な活動を支援するとともに、子

どもの人格形成の基礎づくりを担う家庭の教育機能向上を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・青少年が集まりやすい場所の巡回を強化し、関係機関と情報を共有しな

がら非行の防止や早期発見に努めます。 

・広報紙や啓発物品の配布を通して、相談しやすい窓口となるように啓発

活動に努めます。 

・インターネット上に潜む危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普

及を図るとともにネットパトロールを実施し、ＳＮＳ上のトラブル防止

に努めます。 

・青少年の健全育成体制の充実を図るため、補助金の交付や団体事務局の

運営等を通じて青少年育成茂原市民会議、青少年相談員、子ども会等の

活動を支援します。 

・子ども会等の活動支援を通して、青少年の体験活動の推進に努めます。 

・３歳児、小学校入学を控えた児童、幼稚園児・小学生の保護者に向けて

子育て等に関する知識や保護者同士の繋がりを得られる機会を提供し、

家庭教育の充実に努めます。 

 

（１）芸術文化の振興 

基本方針３ 芸術文化・スポーツの振興 
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

美術館の優れた美術品の展示、企画展、また市民、小中高校生の発表の

機会としての展示を行い、親しみのある美術館･郷土資料館づくりと鑑賞

する機会の提供に努めます。文化協会の組織充実を図るとともに、市民の

文化活動の意欲向上と発表の場を確保するため、文化祭等を開催し、身近

で親しみやすく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提供します。 

【令和６年度の取り組み】 

・茂原市文化協会の組織の充実を支援するとともに、市民の文化活動の意

欲の向上と発表の場を確保するため文化祭等を開催し、身近で親しみや

すく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提供します。 

・歌舞伎、能・狂言、ミュージカルなどの芸術鑑賞会を企画するととも

に、小中学生を対象とした音楽鑑賞教室を６校で開催し、優れた芸術文

化に触れる機会を提供します。 

 

 

・文化会館まつりを開催し、日頃の文化活動の発表の場を確保するととも

に、市民に文化活動の情報を提供します。 

・美術館では、優れた美術品を展示する年１０回の収蔵品展と、年１８回

の市民美術展、小中学校作品展等の展覧会の開催及び各展覧会の映像配

信により、鑑賞と発表の機会を提供します。 

 

（２）スポーツ環境の充実 

市民スポーツの活動拠点となる市民体育館を安全に利用することができ

る充実した施設となるよう整備を図るとともに、学校体育施設等の開放を

活用し、身近な場所でもスポーツを気軽に取り組むことができる環境整備

に努めます。 

【令和６年度の取り組み】 

美術館の優れた美術品の展示、企画展、また市民、小中高校生の発表の

機会としての展示を行い、親しみのある美術館･郷土資料館づくりと鑑賞

する機会の提供に努めます。文化協会の組織充実を図るとともに、市民の

文化活動の意欲向上と発表の場を確保するため、文化祭等を開催し、身近

で親しみやすく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提供します。 

【令和５年度の取り組み】 

・茂原市文化協会の組織の充実を支援するとともに、市民の文化活動の意

欲の向上と発表の場を確保するため文化祭等を開催し、身近で親しみや

すく、かつ優れた芸術文化の鑑賞の機会を提供します。 

・歌舞伎、能・狂言、ミュージカルなどの芸術鑑賞会を企画するととも

に、小中学生を対象とした音楽鑑賞教室を７校で開催し、優れた芸術文

化に触れる機会を提供します。 

・文化庁主催の「優秀映画鑑賞推進事業」をはじめとした内外の上質な作

品の映画会を開催し、地域における文化活動の活性化を図ります。 

・公民館まつり、文化会館まつりを開催し、日頃の文化活動の発表の場を

確保するとともに、市民に文化活動の情報を提供します。 

・美術館では、優れた美術品を展示する企画展１回及び年８回の収蔵品展

等の開催と、市民美術展、小中学校作品展等の年１７回の展覧会の開催

により、鑑賞と発表の機会を提供します。 

 

（２）スポーツ環境の充実 

市民スポーツの活動拠点となる市民体育館を安全に利用することができ

る充実した施設となるよう整備を図るとともに、学校体育施設等の開放を

活用し、身近な場所でもスポーツを気軽に取り組むことができる環境整備

に努めます。 

【令和５年度の取り組み】 
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

・市民体育館は、体育施設の役割を十分に発揮できるよう、安全安心で、

衛生的な施設として利用者に良好な環境を提供するため、施設の適切な

維持管理に努めます。東部台文化会館は、昨年度、体育センターに設置

した空調機を活用し、利用者の利便性の向上及び快適な環境の提供に努

めます。また、衛生環境の改善に努めます。今後も、各施設において

は、本市のスポーツ活動の拠点として充実した施設となるように環境整

備を進めます。 

・学校教育に支障のない範囲で学校施設を地域に開放し、環境整備に努め

ます。 

 

（３）スポーツ・レクリエーションの推進 

スポーツ・レクリエーションを通して、様々なニーズや志向に合わせた

事業を実施し、市民の健康づくり、体力づくりを推進するとともに、スポ

ーツを活用した地域づくりを推進するため、総合型地域スポーツクラブの

設立および活動を支援します。 

【令和６年度の取り組み】 

・「市民ひとり１スポーツ」を目標とし、市民の健康づくり、体力づくり

を推進するため、本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」や気軽に

行える「ウォーキング」を推奨し、スポーツをする習慣をつくる意識啓

発に努めます。 

・茂原市スポーツ大使（６名）の活躍を市公式ＳＮＳなどで周知し、市民

のスポーツへの関心度向上に努めます。 

・本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」の普及に努め、スポーツへ

の関心や意欲の向上を図ります。 

・総合型地域スポーツクラブについては、引き続き既存クラブの活動を支

援するとともに、各地域でのスポーツ推進に努めるほか、市民体育館を

・市民体育館は、一昨年度に卓球場、剣道場及び柔道場に空調設備を設

置、昨年度は大体育室に空調設備を設置し、スポーツ環境の快適性及び

利用者の安全性が高められました。東部台文化会館は、体育センターに

空調設備を設置し、利用者の利便性の向上を図ります。今後も、本市の

スポーツ活動の拠点として充実した施設となるように環境整備を進めま

す。 

 

・学校教育に支障のない範囲で学校施設を地域に開放し、環境整備に努め

ます。 

 

（３）スポーツ・レクリエーションの推進 

スポーツ・レクリエーションを通して、様々なニーズや志向に合わせた

事業を実施し、市民の健康づくり、体力づくりを推進するとともに、スポ

ーツを活用した地域づくりを推進するため、総合型地域スポーツクラブの

設立および活動を支援します。 

【令和５年度の取り組み】 

・「市民ひとり１スポーツ」を目標とし、市民の健康づくり、体力づくり

を推進するため、本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」や気軽に

行える「ウォーキング」を推奨し、スポーツを行う習慣をつくる意識啓

発に努めます。 

・茂原市スポーツ大使（６名）の活躍を市公式ＳＮＳなどで周知し、市民

のスポーツへの関心度向上に努めます。 

・本市発祥のスポーツ「タッチバレーボール」の普及に努め、スポーツへ

の関心や意欲の向上を図ります。 

・総合型地域スポーツクラブについては、既存クラブの活動支援を引き続

き行います。また、更なるクラブ設立に向けて、各地域でのスポーツ推
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

拠点とする中央型クラブの設立について研究、協議します。 

 

 

（１）郷土愛の育成 

ふるさと茂原について学ぶ「茂原学」を教科等の年間指導計画に位置づ

けるとともに、地域にある事業所や公共施設における職場見学・職業体験

の充実を図り、地域で働く人々と触れ合う体験を通して郷土を愛する心を

育成します。 

【令和６年度の取り組み】 

・児童生徒の発達段階に応じ、茂原市の歴史・伝統文化・産業・自然環境

等の内容について、社会科を中心とした学習に位置づけます。 

・総合的な学習の時間を中心に、小学校では地域安全マップの作成や職場

見学（施設見学）、中学校では出前授業や職業調べ等を実施します。 

・経済的理由により修学の困難な方に対して、必要な奨学資金を貸付する

ことで有為な人材の育成に努めるとともに、国の奨学金制度が充実して

きていることから、奨学資金貸付の在り方について検討します。 

 

（２）安全・安心な教育環境の整備 

学校施設の老朽化対策については、学校再編との整合性を取りながら計

画的に整備し、施設の安全性の確保を図るとともに、適正な管理に努めま

す。また、児童生徒の通学路の安全確保を図ります。 

【令和６年度の取り組み】 

・老朽化対策や、衛生環境の改善などが必要な学校施設について、危険

性、緊急性を考慮し、学校再編との整合性を取りながら整備、修繕等を

基本方針４ 茂原を愛する心の育成 

進に努めるほか、市民体育館を拠点とする中央型クラブの設立について

研究、協議します。 

 

（１）郷土愛の育成 

ふるさと茂原について学ぶ「茂原学」を教科等の年間指導計画に位置づ

けるとともに、地域にある事業所や公共施設における職場見学・職業体験

の充実を図り、地域で働く人々と触れ合う体験を通して郷土を愛する心を

育成します。 

【令和５年度の取り組み】 

・児童生徒の発達段階に応じて、茂原市の歴史・伝統文化・産業・自然環

境等の内容について、社会科を中心とした学習に位置づけます。 

・総合的な学習の時間を中心に、小学校では地域安全マップの作成や職場

見学（施設見学）、中学校では出前授業や職業調べ等を実施します。 

・経済的理由により修学の困難な方に対して、必要な奨学資金を貸付する

ことで有為な人材の育成に努めるとともに、奨学資金貸付の在り方につ

いて検討します。 

 

（２）安全・安心な教育環境の整備 

学校施設の老朽化対策については、学校再編との整合性を取りながら計

画的に整備し、施設の安全性の確保を図るとともに、適正な管理に努めま

す。また、児童生徒の通学路の安全確保を図ります。 

【令和５年度の取り組み】 

・学校施設の整備・修繕等を行い施設の安全性の確保を図るとともに、教

育環境の充実に努めます。 

基本方針４ 茂原を愛する心の育成 
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改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

行い、教育環境の充実に努めます。 

 

 

・関係機関と協力し、通学路の安全確保を図ります。 

・子どもたちにとって、より良い教育環境の確保を第一に考え、「茂原市

学校再編第二次実施計画」に基づき、学校再編を推進します。 

・社会教育施設・文化施設の適切な整備・維持管理に努めるとともに、利

便性の向上に配慮し設備等の充実を図ります。 

 

（３）伝統文化の維持継承・振興 

貴重な文化財を指定文化財として保護・保存していくとともに、郷土資

料の収集・整理を進め、美術館・郷土資料館に展示することで、地域の文

化財や歴史に対する理解を促し、郷土愛の育成に努めます。 

また、郷土芸能発表会等を開催し、地域の伝統文化に触れる機会を提供

します。 

【令和６年度の取り組み】 

・市内に現存する貴重な文化財を指定文化財として指定し、公表すること

で、文化財に対する市民の理解を得ながら保護保存に努めます。 

・郷土芸能発表会を開催し、多くの市民に伝統芸能保存団体の活動の周知

を図るとともに、保存団体に対して存続に向けた意向調査を行い、伝統

芸能保存を支援します。 

・郷土資料館の常設展示の充実に努めるほか、年２回のテーマ展等を開催

し、郷土愛の育成に努めます。また、市史編さん事業での調査の成果を

展示に反映します。 

・親子向けの歴史講座を実施し、実物資料に触れながら歴史を学ぶことの

楽しさを伝えます。 

 

・南中学校と早野中学校の統合に向けて、土砂災害警戒区域等の指定に伴

う安全対策に係る調査、検討を進めます。 

・関係機関と協力し、通学路の安全確保を図ります。 

・子どもたちにとって、より良い教育環境の確保を第一に考え、「茂原市

学校再編第二次実施計画」に基づき、学校再編を推進します。 

・社会教育・文化施設の適切な整備・維持管理に努めるとともに、利便性

の向上に配慮し設備等の充実を図ります。 

 

（３）伝統文化の維持継承・振興 

貴重な文化財を指定文化財として保護・保存していくとともに、郷土資

料の収集・整理を進め、美術館・郷土資料館に展示することで、地域の文

化財や歴史に対する理解を促し、郷土愛の育成に努めます。 

また、郷土芸能発表会等を開催し、地域の伝統文化に触れる機会を提供

します。 

【令和５年度の取り組み】 

・市内に現存する貴重な文化財を指定文化財として指定し、公表すること

で、文化財に対する市民の理解を得ながら保護保存に努めます。 

・郷土芸能発表会を開催し、多くの市民に伝統芸能保存団体の活動の周知

を図るとともに、保存団体に対して存続に向けた意向調査を行い、伝統

芸能保存を支援します。 

・郷土資料館の常設展示の充実に努めるほか、年２回のテーマ展等を開催

し、郷土愛の育成に努めます。また、市史編さん事業での調査の成果を

展示に反映させていきます。 

 

 



12 

 

改正後（令和６年度） 改正前（令和５年度） 

・茂原市史編さん基本方針や刊行計画に沿って市史「資料編」・「通史

編」の刊行を継続します。令和４年度の「茂原市史資料編Ⅰ（原始・古

代、中世考古）」の刊行に続き、２冊目以降を刊行するため、市史編さ

ん委員会を開催し、調査や編集等を進めます。また、調査の成果として

調査報告書を発行します。 

・市史編さん事業の活動を周知するため、年２回（７月・２月）広報もば

らに各時代別での活動内容を紹介します。 

 

 

（４）家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進 

学校支援ボランティア活動の活性化や夏休み子ども教室等の開催などを

通じて地域教育力の向上を目指すとともに、学校・家庭・地域の協働を推

進します。 

【令和６年度の取り組み】 

・青少年育成茂原市民会議や青少年相談員、子ども会など、地域住民等に

よって運営される青少年育成関係団体の活動を支援し、地域を挙げた青

少年育成に努めます。 

・学校環境整備や登下校の見守り等、学校支援ボランティアによる活動を

活性化し、児童生徒と地域住民が気軽に声を掛けあえるような地域のき

ずなを作り、安全安心な教育環境を整えます。 

・青少年が健全に育つために必要な自己肯定感や規範意識、コミュニケー

ション能力を向上させる機会として、市や青少年育成関係団体が実施す

る各種事業の運営や活動に児童生徒の参画を促します。 

・茂原市史編さん基本方針や刊行計画に沿って市史「資料編」・「通史

編」の刊行を継続します。令和４年度の「茂原市史資料編Ⅰ（原始・古

代、中世考古）」の刊行に続き、２冊目以降を刊行するため、市史編さ

ん委員会を開催し、調査や編集等を進めます。また、調査の成果として

調査報告書を発行します。 

・市史編さん事業の活動を周知するため、年２回（７月・２月）広報もば

らに各時代別での活動内容を紹介します。また、年１回市史編さん事業

講演会を実施し、啓蒙を図ります。 

 

（４）家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進 

学校支援ボランティア活動の活性化や夏休み子ども教室等の開催などを

通じて地域教育力の向上を目指すとともに、学校・家庭・地域の協働を推

進します。 

【令和５年度の取り組み】 

・学校・家庭・地域が連携し、授業や学校行事への協力、地域行事への児

童生徒の積極的な参加を通して、地域ぐるみで児童生徒を育てるよう努

めます。 

・放課後子ども教室、地域未来塾を開催し、地域ボランティアの積極的な

活用を通して地域の教育力の向上を図ります。 

 



報告事項１ 

 

令和５年度定期監査の結果について 

 

教育委員会の定期監査の結果について、別紙のとおり報告する。 

 

 

令和６年３月１９日提出 

 

茂原市教育長  内 田 達 也   

 

 

 













報告事項２ 

 

教育長職務代理者の指名について 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第１３条第２項

の規定に基づく教育長職務代理者を次のとおり指名したことを報告する。 

 

 

令和６年３月１９日提出 

 

茂原市教育長  内 田 達 也   

 

  現在 

氏 名 任 期 

竹田 幸則 令和５年４月１日から令和６年３月３１日 

   

  新 

氏 名 任 期 

安藤 明子 令和６年４月１日から 

 



（用語の定義）

「共催」： 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。

「後援」： 行事の趣旨に賛同し、その開催を援助することをいう。

「協賛」： 行事の趣旨に賛同することをいう。

※「行事の共催、後援及び協賛に関する規程」（平成12年教育委員会訓令第３号）より

「共催」

月 日 月 日

3 27 ～ 5 15 美術館・郷土資料館
和洋女子大学「125周年記念事業」
中村晃彩　退職記念展

和洋女子大学「125周年記
念事業」退職記念事業実行
委員会

4 13 ～ 4 28 美術館・郷土資料館 長生フィルム会写真展 長生フィルム会

4 30 ～ 5 9 美術館・郷土資料館 外房アートクラブ展2024 外房アートクラブ

5 11 ～ 5 19 美術館・郷土資料館 長生郡市陶芸作品展 長生郡市陶芸クラブ連合会

5 25 ～ 6 2 美術館・郷土資料館 茂原写友会展 茂原写友会

6 2 体育課 第11回茂原緑ヶ丘リレーマラソン
緑ヶ丘リレーマラソン
実行委員会

6 29 ～ 7 7 美術館・郷土資料館 如の会展 如の会

7 28 ～ 8 4 美術館・郷土資料館 啓新書道展 啓新書道会

8 26 ～ 9 1 美術館・郷土資料館 Ｇ.クローバー絵画展 Ｇ.クローバー

10 10 ～ 10 20 美術館・郷土資料館 長生郡市絵画グループ展 長生郡市絵画グループ連合会

10 12 ～ 10 20 美術館・郷土資料館 全日本写真連盟茂原支部写真展 全日本写真連盟茂原支部

1 4 ～ 1 13 美術館・郷土資料館 書道研究 芝蘭会展 書道研究　芝蘭会

3 15 ～ 3 23 美術館・郷土資料館 フォトクラブ四季 フォトクラブ四季

「後援」

月 日 月 日

4 21 ～ 3 16 美術館・郷土資料館 如の会　人物デッサン会 如の会

4 2 ～ 3 18 美術館・郷土資料館 Ｇ.クローバー（茂原絵画クラブ）絵画勉強会 Ｇ.クローバー

5 5 生涯学習課 第2回茂原市役所うたごえマルシェ
茂原軽音楽協会
会長　大柿恵司

10 12 生涯学習課 第30回茂原ピアノフェスティヴァル
茂原市ピアノ協会
会長　廣田洋子

10 20 生涯学習課 合唱の祭典
合唱の祭典実行委員会
上田なるせ

開催期間
担当課 行事名 主催者

報告事項３

　　　行事の共催、後援及び協賛について

　令和６年２月に教育委員会の共催、後援又は協賛を決定した行事について、次のとおり報告します。

主催者担当課 行事名
開催期間



報告事項４ 

 

 〇日程について 

 

令和６年 

茂原市教育委員会会議４月定例会 

日時：４月２４日（水）１５：００～ 

場所：市役所９階９０１・９０２会議室 

 

 

令和６年 

茂原市教育委員会会議５月定例会 

日時：５月２２日（水）１５：００～ 

場所：市役所９階９０１・９０２会議室 

 

 


